
▼
菊
池
市
が
生
ん
だ
二
人
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
も
っ
と
よ

く
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
企
画

し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
集
。そ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
い
よ
い
よ
７

月
末
に
開
幕
し
ま
し
た
。こ
の
号

が
皆
さ
ん
の
手
に
届
く
こ
ろ
に

は
、日
本
が
い
く
つ
か
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
▼
７
月
12
日
未
明
、消
防
団
召

集
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。準
備

を
し
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

い
る
と
、そ
こ
に
は
菊
池
市
の
映

像
が
…
▼
と
に
か
く
記
録
に
残

そ
う
と
被
災
地
を
駆
け
回
り
、住

民
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

地
域
住
民
の
絆
の
強
さ
と
団
結

力
を
目
に
し
、改
め
て
菊
池
の
地

域
力
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
▼

突
然
の
取
材
に
快
く
応
じ
て
い

た
だ
い
た
被
災
者
や
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、一
日
で
も
早
く
被
災
地

に
日
常
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
野
中

編
集
後
記

菊文館菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家

旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ
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夢
の
舞
台
へ
─

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
7/29 7/30 7/31 １ ２ ３ ４

６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

きくち夏まつり
17:30 ～21:00
※雨天順延5日㈰
菊池市民広場ほか

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
健康相談�
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

育児教室�
9:30 ～10:00 

（受付）西部セ

３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗　公

献血
9:30 ～12:00
旭多セ

山で遊ぼう（小学生
親子）10:00 ～
菊池少年自然の家
きくちおはなしの
もりおはなしかい�
10:30 ～菊公図

12 13 14 15 16 17 18
育児相談�
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談�
9:30 ～10:30

（受付）菊中公

社会保険出張相談
10:00 ～15:00

（要予約）　菊中公
しすい孔子公園
夏祭り
17:00 ～21:00
孔子公園

６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

菊池郡市童話発表
大会9:30（開会）
菊文館
３歳児健診�
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公

おたのしみかい�
10:00 ～菊公図

19 20 21 22 23 24 25
おたのしみ会�
14:00 ～
泗　図

健康相談　�
9:30 ～10:30

（受付）旭支所

弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
行政無料相談
13:00 ～16:00
泗支所
身体障がい者相談
13:30 ～16:00
菊福館

行政無料相談
13:00 ～16:00
泗支所
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）　泗　公
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～15:30
菊中公

3歳児健診
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

きくちおはなしの
もりおはなしかい�
10:30 ～菊公図

26 27 28 29 30 31 9/1
くまもと・みんなの川
と海づくりデー
6:40（受付）泗支所
軽トラ朝市�
7:00 ～12:00 
迎町・中央通り・立町

健康相談�
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
納税相談夜間窓口
開設～8/31まで
～20:00　徴税課

もの忘れ相談会�
13:00 ～16:00�
菊中公
2歳児歯科検診
13:10 ～13:40

（受付）　菊文館

お元気サポーター
養成講座
14:00 ～16:00
菊福館

9/2 9/3 9/4 9/5 9/6 9/7 9/8
健康相談�
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

育児教室�
9:30 ～10:00 

（受付）　西部セ

６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
お元気サポーター
養成講座
14:00 ～16:00
菊福館

3・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）　西部セ



九州北部豪雨災害緊急リポート

乗り越える力
オリンピック特集

菊池から夢の舞台へ―
TOPICS
韓国人インターンシップ生が菊池市で体験中！／父の日に乳を
贈ろう！／龍門小学校にオリンピック選手がやってきた！／黒
潮市場から泗水小学校へマイバッグ持参運動寄付金　ほか

第８回「夫婦の手紙・絵手紙」作品募集
国民年金情報

健康だより　19 歳になったら複合健診を受けましょう
献血にご協力をお願いします／歯ッピーキッズ

文芸きくち
図書だより

シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

情報つう
▼お知らせ
児童扶養手当など現況届を提出してください／新しい国民健康
保険証・後期高齢者医療保険証を送りました／後期高齢者医療
限度額適用・標準負担額減額認定証の更新／菊池市教育委員会
委員・公平委員会委員の就任／農業委員会委員の就任／熱中症
に備えましょう！／歯周疾患検診（歯と歯ぐきの健診）お口の
中は健康ですか？／始まります！今年の複合健診／家屋評価、
現地調査を実施します　ほか
▼申請／募集
固定資産税の減額制度が設けられています／吹き付けアスベス
ト除去費用を補助します／耐震診断の費用を補助します／高齢
者に優しい賃貸住宅の整備費用を補助します／菊池市四季の里
旭志の指定管理者を公募します／明るい選挙啓発作品コンクー
ル作品募集／きくち楽習大学受講生募集！／国際交流研修生募
集／菊池観光ボランティア養成講座参加者募集！／ゆい・サポー
ト養成研修参加者募集！／自衛官募集／警察職員採用試験／菊
池川キッズ探検隊～家族で地引網～　ほか
▼相談／市民の広場／イベント　ほか
一人で悩まずにご相談ください！／身体・知的障がい者相談員
を紹介します／身体障がいのある人のための相談日／行政無
料相談／菊池郡市童話発表大会／くまもと・みんなの川と海づ
くりデー／ふれあい親子 DAY ！～秋をまるごと楽しもう～／
Happy Birthday ／休日在宅当番医　ほか

今 月 の 表 紙
７月２日、ロンドンオリン
ピック陸上男子 100㍍代
表に選ばれた江里口匡史選
手が、母校の隈府小学校と
菊池南中学校を訪れました。
表紙は、菊池南中の正面玄
関前で校舎を見上げる江里
口選手。後輩からのエール
を受けながら交流しました。

（関連記事 10 ページ）
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九州北部豪雨災害緊急リポート

乗り越えるカ
ち か ら

「これまでに経験したことのないような大雨。厳重に警戒を」―。
気象庁は７月 12 日、短文で災害への警戒を呼び掛けた。
７月 11 日から 14 日まで降り続いた豪雨は
土砂崩れ、堤防・橋梁決壊、家屋浸水など
九州北部に甚大な被害をもたらした。
菊池市史上まれにみる大災害となった今回の豪雨。
自然の猛威がどれほどの爪痕を残したのか。
そして被災地の住民の声は―。
現地を取材した。

主な被害状況（７月23日現在）
死者・行方不明者　　　  0 人
軽傷者　　　　　　　　  2 人
住家全壊　　　  　　　　1 棟
住家半壊　　　　　　　  1 棟
住家一部損壊　 　　　　 4 棟
住家床上浸水　　　　78 世帯
住家床下浸水　　　 115 世帯
公共施設被害（公民館）　 2 棟

合志川上流から押し寄せる濁
流により決壊した泗水町福本
の「ふれあい橋」。
７月 12 日午前７時 34 分撮影
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自然の猛威
まちが沼と化し、道は川に変貌し

家は流され押しつぶされる。
これらは全て菊池で起こったこと。

なすすべもなく一瞬にして
住民の日常を奪い去る

自然の怖さがそこにあった。

Forces of nature

1

78

11

9

10

12

13 6 5
234

乗り越えるカ
九州北部豪雨災害緊急リポート

1. 旭志伊萩地区で発生した土石流により押しつぶされた家屋。
２人が生き埋めとなったが無事救出された　2. 各地の被災状
況を記録した黒板　3. 土砂崩れや水没などで多くの道路が通
行止めになり交通がまひした　4. 土石流により押し流された
軽トラック　5.7.8. 合志川が氾濫し住宅街が沼と化した泗水
町福本地区　6. 洪水で半壊した旭志伊坂地区の家屋　9. 流木
が激突し変形した橋の欄干　10.「ふれあい橋」に引っかかっ
た流木　11. 洪水で決壊した泗水町住吉地区の堤防　12.13.
濁流により洗掘され破壊された道路
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乗り越えるカ
九州北部豪雨災害緊急リポート

被災地の声
住民が寝静まっていた夜中に、突然襲ってきた自然災害。

幸いにも、市内の死者・行方不明者はゼロだった。
想定外の状況のなか、住民が取った行動とは。

被災地の皆さんに話を聞いた。

Voice in the disaster area

伊坂区長　石
いしはら

原公
きみひさ

久さん

福本二区長　小
お の だ

野田年
としゆき

行さん

北桜ケ水区長　中
なかむら

村貞
さだのぶ

信さん

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
水
害

　
旭
志
四
季
の
里
方
面
か
ら
突
如
発
生
し
た
濁
流
に

よ
り
、
道
路
が
２
㌔
㍍
以
上
に
渡
り
破
壊
さ
れ
、
北

桜
ケ
水
区
の
住
民
が
孤
立
状
態
と
な
っ
た
。
災
害
発

生
当
時
、
県
外
に
い
た
中
村
区
長
は
、
テ
レ
ビ
で
菊

池
市
の
状
況
を
初
め
て
知
っ
た
。「
菊
池
市
が
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
―
。

　
す
ぐ
に
地
元
の
人
に
連
絡
を
取
り
、
状
況
を
確
認
。

自
分
の
地
区
が
被
災
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
真

っ
先
に
被
災
地
へ
向
か
っ
た
。
北
桜
ケ
水
区
の
近
く

に
川
は
流
れ
て
い
な
い
。
中
村
さ
ん
は
、「
ま
さ
か

こ
の
地
区
で
水
害
が
起
こ
る
な
ん
て
思
い
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
驚
き
を
隠
せ
な
い
。

　
孤
立
状
態
に
な
っ
た
被
災
地
に
は
、
高
齢
者
世
帯

が
多
か
っ
た
。
被
災
地
は
当
時
危
険
な
状
態
で
、
高

齢
者
が
自
力
で
非
難
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
と
き
活
躍
し
た
の
が
地
元
消
防
団
だ
っ
た
。
中

村
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
、

消
防
団
は
本
当
に
頼
り
に
な
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
る
。

緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
地
域
の
強
さ
が
、
迅
速
な

救
助
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

地
域
の
団
結
力
で
避
難
と
復
旧

　
鞍
岳
を
源
に
旭
志
と
泗
水
町
の
中
央
を
流
れ
る
合

志
川
。
泗
水
町
福
本
二
区
は
、
こ
の
川
の
氾
濫
に
よ

り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
車
両
の
水
没
な
ど
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。

　
福
本
二
区
長
の
小
野
田
さ
ん
は
、「
区
民
か
ら
『
家

に
水
が
来
て
い
る
』
と
連
絡
を
受
け
、
す
ぐ
に
消
防

団
と
消
防
署
に
連
絡
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
そ

の
後
消
防
署
や
消
防
団
と
一
緒
に
川
沿
い
の
住
宅
に

避
難
を
呼
び
掛
け
た
が
、
ま
だ
夜
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
な
か
な
か
気
付
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
水
位
が
上
が
り
避
難
が
困
難
に

な
る
と
、
消
防
署
や
消
防
団
が
住
民
を
ボ
ー
ト
で
運

ん
だ
り
背
負
っ
た
り
し
て
救
助
活
動
に
当
た
っ
た
。

　
救
助
活
動
に
続
き
、
泗
水
方
面
隊
全
て
の
消
防
団

員
や
地
元
業
者
が
復
旧
活
動
に
参
加
。
住
宅
街
に
溢

れ
て
い
た
汚
泥
や
ご
み
は
驚
く
ほ
ど
早
く
撤
去
さ
れ

た
。
小
野
田
さ
ん
は
、「
今
回
の
避
難
活
動
や
早
期

の
復
旧
は
、
地
域
の
団
結
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た

こ
と
で
す
。
今
後
も
『
３
軒
両
隣
』
の
精
神
を
大
事

に
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
思
い
を
話
し
た
。

区
民
の
協
力
で
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
活
動

　
矢
護
川
沿
い
に
あ
る
旭
志
伊
坂
区
。
今
回
の
豪
雨

に
よ
り
矢
護
川
が
氾
濫
し
、
家
屋
損
壊
、
浸
水
、
断

水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　

伊
坂
区
長
の
石
原
さ
ん
は
、「
12
日
の
朝
３
時
ご

ろ
、
川
の
水
が
堤
防
を
越
え
そ
う
だ
と
連
絡
が
あ
り
、

起
き
て
見
に
行
っ
た
ら
す
で
に
堤
防
を
越
え
は
じ
め

て
い
ま
し
た
」
と
当
時
の
状
況
を
語
る
。
す
ぐ
に
消

防
団
を
召
集
し
、
公
民
館
か
ら
全
戸
に
配
布
し
て
あ

る
防
災
無
線
を
通
じ
て
警
戒
を
呼
び
か
け
た
。

　
す
る
と
午
前
６
時
ご
ろ
、
流
木
が
橋
脚
に
引
っ
か

か
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
濁
流
が
ど
ん
ど
ん
地

区
内
に
流
れ
始
め
た
。「
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
自
主

避
難
を
呼
び
掛
け
、
で
き
な
い
人
に
は
消
防
団
に
誘

導
し
て
も
ら
い
小
学
校
へ
避
難
し
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
石
原
さ
ん
。
そ
の
後
、
泥
や
流
木
の
撤
去
な

ど
を
区
民
が
一
致
協
力
し
て
行
い
、
当
面
の
生
活
基

盤
を
確
保
し
た
。
石
原
さ
ん
は
、「
家
や
農
地
な
ど
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
被
害
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

地
区
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

旭志公民館に避難した皆さん
飛行機が飛んでいるような音がして道
路の上の方から水が流れて来ました。
まさか家が被害を受けるとは思いもし
ませんでした。生まれて初めて災害の
怖さを知りました。

永
な が た

田裕
ゆ う こ

子さん（伊坂区）
普段の雨と違い、身の危険を感じて区
長さんに電話しました。すぐに逃げる
ようにと言われ、体一つで公民館へ逃
げました。区長さんの迅速な対応に感
謝しています。

福本二区公民館に避難した皆さん
家が浸水し、畳が水に浮いて歩けなく
なりました。窓は水圧で開かないし、
靴は水に流されてばらばら。平屋で２
階に避難もできず呆然としていると
き、消防署の人に助けてもらいました。

前
ま え だ

田一
い ち お

夫さん（福本一区）
12 日の午前５時に目が覚めると、す
でに玄関まで水が来ていました。巡回
していた消防署の皆さんに助けてもら
いました。水位は最終的に 156㌢ま
で上がっていたようです。

森
もり

　陽
よ う こ

子さん（北桜ケ水区）
消防団の皆さんに助けてもらいまし
た。本当に感謝しています。人は水が
ないと生活できません。水は大切です
が、今回の災害では水の恐ろしさも知
ることができました。

市税の減免制度が利用できます
　被害の程度に応じて、平成 24
年度の市税の減免が受けられる場
合があります。詳しくはお問い合
わせください。 
対象となる税　市民税、国民健康
保険税、固定資産税
問い合わせ先
・税務課市民税係
　☎ 0968（25）7206
・税務課固定資産税係
　☎ 0968（25）7207
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菊池広域連合消防本部消防長

髙
たかやま

山譲
じょうじ

二さん　Jyoji Takayama

死
者
・
行
方
不
明
者
ゼ
ロ

　

今
回
の
豪
雨
被
害
に
伴
う
最
初
の

１
１
９
番
は
、
12
日
午
前
２
時
４
分
で

床
下
浸
水
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の

後
も
矢
継
ぎ
早
に
通
報
が
あ
り
、
午
前

５
時
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て

対
策
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
同
日
午
前
５
時
～
午
前
９
時
ま
で
に

出
動
し
た
回
数
は
30
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

菊
池
市
で
は
、
旭
志
伊
萩
の
家
屋
倒
壊

に
よ
る
生
き
埋
め
や
泗
水
町
福
本
の
家

屋
浸
水
の
孤
立
者
救
出
な
ど
が
主
な
出

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
菊
池
市
内
で
２

人
、
管
内
全
体
で
３
人
が
け
が
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
大
災
害
に
お
い
て
死

亡
者
や
行
方
不
明
者
が
出
な
か
っ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

指
令
セ
ン
タ
ー
が
活
躍

　
今
回
の
大
規
模
な
災
害
に
迅
速
に
対

応
で
き
た
の
は
、
菊
池
広
域
連
合
指
令

セ
ン
タ
ー
（
以
下
指
令
セ
ン
タ
ー
）
の

存
在
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
指
令
セ
ン
タ
ー
は
平
成
22
年
４
月

１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
指

令
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
ま
で
は
、
北

署
・
南
署
・
西
署
・
泉
ヶ
丘
署
の
各
署

で
1
1
9
番
を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
。
各
署
内
の
出
動
だ
け
を
促
し
て
い

た
し
、
し
か
も
無
線
で
や
り
取
り
す
る

し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

指
令
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら
は
、

２
市
２
町
の
1
1
9
番
を
全
て
本
部

で
集
約
し
て
お
り
、
同
時
に
８
回
線
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

４
署
全
て
の
車
両
出
動
状
態
も
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
ど
の

車
両
が
活
動
中
な
の
か
、
ど
の
車
両
が

空
い
て
い
る
か
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

素
早
い
指
示
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
今
回
の
迅
速
な
対

応
に
つ
な
が
っ
た
一
番
の
要
因
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
よ

う
な
大
き
な
災
害
の
場
合
に
は
、
各
署

の
垣
根
を
超
え
た
対
応
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
旭
志
伊
萩
の
救
援
活
動
も

北
署
か
ら
は
１
台
し
か
出
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
南
署
か
ら
３
台
出
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携

　
今
回
の
災
害
で
は
、
地
元
消
防
団
の

皆
さ
ん
は
私
が
消
防
本
部
に
向
か
う
頃

に
は
す
で
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
活
動
に

は
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
消
防

署
員
は
、
住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

仕
事
を
す
る
の
が
第
一
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、地
域
の
人
や
消
防
団
と
連
携・

協
力
し
て
い
か
な
い
と
や
っ
て
い
け
な

い
業
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
助
の
意
識
を
持
っ
て

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
自

助
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
避
難
場
所
の
把
握
な
ど
、

自
分
に
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
災
害

は
、
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
菊
池
地
域

で
は
一
番
大
き
な
災
害
で
し
た
。
気
象

庁
が
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
大
雨
」
と
表
現
し
た
と
お

り
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
猛
烈
な

雨
が
降
り
、
各
地
で
降
雨
量
を
更
新
し

ま
し
た
。「
こ
の
地
区
は
今
ま
で
災
害

が
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
な

ど
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
豪
雨
の
よ
う

な
今
ま
で
の
常
識
が
通
用
し
な
い
災
害

が
ま
た
い
つ
起
こ
る
と
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
少
し
で
も
危
険
を
感
じ

た
ら
早
め
に
逃
げ
る
こ
と
。
こ
れ
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　
九
州
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、
菊
池

市
に
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
ま
ち

に
起
こ
っ
た
災
害
を
後
世
に
残
し
、
今

後
の
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な

げ
た
い
と
行
っ
た
今
回
の
緊
急
リ
ポ
ー

ト
。
被
災
地
で
は
目
を
疑
う
光
景
を
前

に
言
葉
を
失
っ
た
。
そ
し
て
避
難
所
で

は
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
っ
た
。
家
を
流

さ
れ
涙
す
る
人
、
家
に
帰
ら
れ
ず
家
の

様
子
を
気
に
す
る
人
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
被
災
地
や
避
難
所
を

訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
黙
々
と
復
旧

作
業
に
当
た
る
消
防
団
員
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
被
災
者
の
声
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、

消
防
団
、
消
防
署
や
地
域
の
人
へ
の
感

謝
の
言
葉
だ
っ
た
。「
家
が
被
災
し
て

呆
然
と
し
て
い
る
と
、
消
防
団
員
が
助

け
に
来
て
く
れ
た
」「
近
所
の
人
が
助

け
を
呼
ん
で
く
れ
た
」「
消
防
署
の
人

の
姿
を
見
て『
助
か
っ
た
』と
思
っ
た
」

な
ど
、
中
に
は
涙
を
流
す
人
も
い
た
。

　
菊
池
の
地
域
力
は
強
い
。
今
後
は
さ

ら
に
地
域
力
を
高
め
、
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
。
こ
の
力
は
こ
の
先
も
き

っ
と
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
に

な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
防
災
に
は
自

助
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
必
要
だ
。

ま
た
い
つ
か
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い

「
想
定
外
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
―
。

Interview

そ
し
て

復
興
へ
―

避難者や復興活動をしている人たちに炊
き出しをする地域住民の皆さん

炊き出し料理のほとんどの材料は各自で
持ち寄ったもの

汚泥の撤去作業をする消防団の皆さん

重機械を駆使して汚泥の撤去作業

避難所を訪れ炊き出しの手伝いをする地
域ボランティア

復興作業では地域住民が一つになった

寄付で市に届けられたタオル類。ほかに
もたくさんの寄付が届けられた

家屋に残る汚泥を撤去するボランティア
の皆さん

熊本北高生ボランティア。左から南
な ん け

家
諒
り ょ う た

太さん、村
む ら き

木勇
ゆ う と

人さん、倉
く ら は ら

原和
か ず き

希さん

復興作業では消防団やボランティアのほ
か地元業者の重機械も大活躍した

乗り越えるカ
九州北部豪雨災害緊急リポート
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江里口匡史牧野幸雄

オリンピック特集
世界中のアスリートたちの夢の舞台・オリンピック。
幾多の苦難を乗り越え、自らを磨き鍛えぬいてきた菊池
市出身の二人が、その切符を手にしました。
菊池市が生んだオリンピック選手を改めて紹介します！

◆第 30 回オリンピック競技大会
　日程　～８月 12 日㈰
◆ JOC 日本オリンピック委員会公式サイト
　http://www.joc.or.jp/

セーリング男子 4
フォーティーナイナー

9 e r 級代表 陸上男子 100㍍・400㍍リレー代表

菊池から夢の舞台へ―

選
手

選
手

プロフィール
えりぐち・まさし

プロフィール
まきの・ゆきお

■所　属　　　大阪ガス
■生年月日　　1988 年 12 月 17 日　23 歳
■身長・体重　170cm　62kg　B 型
■出身地　　　熊本県菊池市
■経　歴
　2001 年　菊池市立隈府小学校卒業
　2004 年　菊池市立菊池南中学校卒業
　2007 年　熊本県立鹿本高等学校卒業
　2011 年　早稲田大学卒業
　2011 年　大阪ガス入社
■主な戦歴
　2006 年　兵庫国体 100㍍　　　　　１位
　2007 年　日本学生選手権 100㍍　　１位
　2007 年　日本選手権 100㍍　　　　５位
　2008 年　日本選手権 100㍍　　　　７位
　2007 年　日本学生選手権 100㍍　　１位
　2006 年　大分国体 200㍍　　　　　２位
　2009 年　日本選手権 100㍍　　　　１位
　2009 年　（準決勝 10.07 秒　日本歴代４位）
　2009 年　ユニバーシアード 100㍍　３位
　2009 年　世界選手権 100㍍　　　　８位
　2009 年　　　　　　 400㍍ R　　　４位（１走）
　2009 年　日本学生選手権 100㍍　　１位
　2010 年　日本選手権 100㍍　　　　１位
　2009 年　日本学生選手権 100㍍　　１位
　2006 年　千葉国体 100㍍　　　　　２位
　2011 年　日本選手権 100㍍　　　　１位
　2009 年　アジア選手権 100㍍　　　２位
　2009 年　　　　　　　 400㍍ R　　１位（２走）
　2009 年　世界選手権 400㍍Ｒ　　　４位（２走）
　2009 年　山口国体 100㍍　　　　　１位
　2012 年　日本選手権 100㍍　　　　１位
　　　　　　（ロンドンオリンピック出場権獲得）

■所　属　　　関東自動車工業
■生年月日　　1980 年５月６日　32 歳　
■身長・体重　184cm　73kg　Ａ型
■出身地　　　熊本県菊池市泗水町　
■経　歴
　1996 年　愛知県高浜市立高浜中学校卒業
　1999 年　愛知県立碧南高等学校卒業
　2004 年　立命館大学　経済学部卒業
　2008 年　関東自動車工業㈱　入社
　2012 年　トヨタ自動車東日本株式会社
　　　　　　技術管理部管理室　
■主な戦歴
　1998 年　FJ 級全日本選手権　　　　　　　  優勝
　1998 年　国体少年男子シーホッパー級 SR　  ４位
　2003 年　470 級ナショナルチーム選考レース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ３位
　2004 年　470 級アジア選手権　　　　　　  ２位
　2004 年　470 級世界選手権　　　　　　    31 位
　2005 年　 レーザー級ナショナルチーム選考レース                

　　　　　　　　　　　　　　　   ３位
　2005 年　レーザー級オリンピックウィーク　２位
　2008 年　49er 級世界選手権　                  27 位
　　　　　　（北京オリンピック出場権獲得）
　2008 年　北京オリンピックセーリング競技 49er 級
　　　　　　                                              12 位
　2009 年　 49er 級世界選手権　                  38 位
　　　　　　（牧野・高橋組初海外レース）
　2010 年　49er 級世界選手権　                  35 位
　2011 年　49er 級世界選手権　                  30 位
　2012 年　 49er 級世界選手権　                  23 位
　　　　　　（ロンドンオリンピック出場権獲得）
　49er 級全日本選手権　優勝５回　準優勝１回

Yukio Makino Masashi Eriguchi11 102012 August広報きくち2012 August広報きくち



オリンピック特集 菊池から夢の舞台へ―

中学３年生の運動会（中央）小学６年生のキャンプ（左）小学４年生のマラソン大会（中央）牧野選手（中）とチームメイトの皆さん 福村市長から支援金を受け取る牧野さん「海の F1」とも呼ばれているセーリング
49er 級

Interview to the families of Olympic athletes 
選手の人物像に迫る― 菊池市が生んだオリンピック選手の人物像とは―。

選手を生み育て、一番の理解者であり、最大のサポーターでもある
家族の皆さんに話を聞きました。

Makino Family Eriguchi Family

江里口選手の両親　江
え り ぐ ち

里口善
よしひさ

久さん・博
ひ ろ こ

子さん牧野選手の母親　牧
ま き の

野規
き よ み

代美さん
一
生
懸
命
走
る
姿
を
見
て
ほ
し
い

　
生
ま
れ
た
と
き
は
小
さ
く
て
大

丈
夫
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。
保
育
園
の
頃
は
ち
ょ
ろ

ち
ょ
ろ
動
い
て
、
遊
園
地
や
デ

パ
ー
ト
な
ど
に
行
く
と
よ
く
迷
子

に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
小
学
校

の
低
学
年
ま
で
は
、
足
も
あ
ま
り

速
く
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
よ
く
ど
う
い
っ
た
育
て
方
を
し

た
の
か
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
変

わ
っ
た
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
や
就
職
な
ど
、
進
路
に
つ
い

て
は
本
人
の
意
志
を
尊
重
し
て
い

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

　
２
９
８
０
㌘
ぐ
ら
い
で
生
ま
れ
、

と
て
も
元
気
な
子
で
し
た
。
食
事

は
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
好
き
嫌
い
は
な
い
の
で

す
が
、
食
べ
た
く
な
い
っ
て
言
っ

て
も
無
理
や
り
で
も
食
べ
さ
せ
て

い
ま
し
た
ね
。

　
小
さ
い
と
き
か
ら
中
学
校
ま
で

ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
て
、

高
校
生
に
な
っ
て
ヨ
ッ
ト
に
出
会

い
ま
し
た
。
最
初
は
下
手
だ
っ
た

み
た
い
で
す
が
、
そ
の
こ
と
が
す

ご
く
悔
し
か
っ
た
ら
し
く
、
一
生

懸
命
練
習
し
て
い
る
う
ち
に
ヨ
ッ

ま
し
た
。
陸
上
に
対
し
て
は
頑
固

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
練
習
内
容

に
つ
い
て
先
生
に
意
見
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
番
心
配

だ
っ
た
の
は
大
学
１
年
生
の
と
き

の
け
が
で
す
ね
。
10
カ
月
く
ら
い

走
れ
な
か
っ
た
の
で
、
前
み
た
い

に
ち
ゃ
ん
と
走
れ
る
よ
う
に
な
る

の
か
本
当
に
心
配
で
し
た
。

　
ま
た
、
匡
史
は
熊
本
が
大
好
き

で
、
国
体
に
は
必
ず
出
場
し
て
い

ま
す
。
調
子
が
良
く
な
く
て
も
出

場
し
て
い
ま
し
た
ね
。
郷
土
愛
は

人
一
倍
強
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　
試
合
前
、
親
の
心
臓
は
「
ド
キ

ド
キ
」じ
ゃ
な
く
て
「
バ
ク
バ
ク
」

ト
の
魅
力
に
は
ま
っ
た
み
た
い
で

す
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
は
す

ご
く
負
け
ず
嫌
い
で
、
体
育
で
他

の
人
に
負
け
る
と
泣
き
だ
す
ほ
ど

で
し
た
。

　
生
活
が
苦
し
い
時
代
も
あ
り
ま

し
た
が
、「
家
に
帰
っ
た
ら
飯
は

食
え
る
し
」と
言
っ
て
、
あ
っ
け

ら
か
ん
と
し
て
い
ま
し
た
ね
。
す

ご
く
前
向
き
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の

塊
な
ん
で
す
（
笑
）。
ヨ
ッ
ト
の

競
技
は
大
海
原
を
相
手
に
し
た
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、
そ
の
大
自
然
と

比
べ
る
と
「
自
分
は
ち
っ
ぽ
け
な

存
在
だ
、
あ
ん
ま
り
く
よ
く
よ
し

て
も
仕
方
が
な
い
」と
何
か
に
書

で
す
（
笑
）。
特
に
今
年
の
日
本
選

手
権
は
特
別
で
し
た
。
目
を
開
け

た
ら
優
勝
が
決
ま
っ
て
、万
歳
！
っ

て
感
じ
で
し
た
。
け
が
も
随
分
し

ま
し
た
し
、
す
ん
な
り
と
来
た
道

じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ろ
ん

な
人
か
ら
９
秒
台
と
か
言
わ
れ
て

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
け
が
を
せ
ず
自
分
が
納

得
で
き
る
走
り
を
し
て
も
ら
え
た

ら
そ
れ
で
い
い
で
す
。
結
果
は
ど

う
で
あ
れ
、
皆
さ
ん
に
は
一
生
懸

命
走
る
姿
を
見
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
っ
て
も
、
ず
っ
と
応
援
し
て
い

た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
４
年
前
、
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
に
な
っ
た
と
き
は
、
や
っ

ぱ
り
感
動
し
ま
し
た
ね
。
今
し
か

で
き
な
い
か
ら
「
頑
張
れ
！
」
っ

て
感
じ
で
し
た
。
で
も
、
ヨ
ッ
ト

は
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
い
つ
も

生
傷
が
絶
え
な
い
ん
で
す
。
結
婚

し
て
家
族
も
い
る
の
で
、
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
と
に
か
く

元
気
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
ら
と

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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先
輩
た
ち
が
江
里
口
選
手
を
激
励

　

７
月
２
日
、「
江
里
口
匡
史
君

を
支
援
す
る
会
」
が
市
内
の
旅
館

で
開
催
さ
れ
、
市
民
や
関
係
者
な

ど
約
２
３
０
人
が
参
加
し
、
江
里

口
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
菊
池
市

在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
M
I
C
A
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
に

よ
る
弾
き
語
り
で
観
客
を
魅
了
。

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
２
曲
目
が
始
ま

る
と
、
主
役
の
江
里
口
選
手
が
登

場
し
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
、
福
村
三

男
市
長
が
、「
相
当
な
努
力
を
重

ね
、
時
に
は
け
が
に
も
耐
え
て
こ

の
日
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

市
民
あ
げ
て
喜
び
と
誇
り
を
頂
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
ぞ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
き
て
く
だ

江
里
口
選
手
が
母
校
を
訪
問

　
７
月
３
日
、
江
里
口
選
手
が
母

校
の
隈
府
小
学
校
と
菊
池
南
中
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
江
里
口
選

手
を
出
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、

憧
れ
の
先
輩
と
の
対
面
に
興
奮
し

な
が
ら
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

隈
府
小
学
校
で
江
里
口
選
手

は
、「
こ
こ
で
た
く
さ
ん
学
ん
で

友
達
と
遊
ん
だ
り
、
走
り
回
っ
て

先
生
か
ら
怒
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
多
く
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
て
い
る
小
学
校
で
す
。『
８

月
４
日
は
お
兄
さ
ん
が
走
る
日
だ
、

が
ん
ば
れ
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た

ら
、
僕
は
い
つ
も
以
上
の
力
が
出

せ
る
と
思
う
の
で
ぜ
ひ
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
も
勉
強
や
運

動
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
全
力

を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
児
童
か
ら
の
質
問
に
一
つ

一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
6
年
生
の
福ふ
く
だ田　
涼り
ょ
うく

ん
が
、「
今
日
は
私
た
ち
の
た
め

に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
江
里
口

さ
ん
が
日
本
代
表
と
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
終
わ
っ
た
ら
ま
た
隈
府
小
学

校
に
来
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
江
里
口
選

手
の
後
輩
と
な
る
菊
池
南
中
学
校

生
徒
と
隈
府
小
学
校
児
童
か
ら
は
、

花
束
と
横
断
幕
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
エ
ー
ル
を
受
け
た

江
里
口
選
手
は
、「
僕
に
と
っ
て

は
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
地
点
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
自
分
の
実
力
を

出
し
切
る
こ
と
を
目
標
に
戦
い
た

い
で
す
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
最
後
の
目
標
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後

も
僕
の
陸
上
競
技
は
続
い
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
日
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
思
い
と
応

援
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
江
里
口
選
手
の
ビ
デ

オ
放
映
や
参
加
者
と
の
記
念
撮
影

な
ど
が
あ
り
、
最
後
は
万
歳
三
唱

で
江
里
口
選
手
の
今
後
の
活
躍
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　

菊
池
南
中
学
校
で
は
、「
今
、

自
分
が
全
力
を
注
ぐ
も
の
を
何
か

１
つ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
何
で

も
い
い
ん
で
す
。
こ
れ
だ
け
は
自

分
の
中
で
譲
れ
な
い
、
こ
れ
に
関

し
て
は
負
け
ら
れ
な
い
、
こ
れ
だ

け
に
は
す
ご
く
熱
く
な
れ
る
ん
だ

と
い
う
も
の
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
結
果
を
出
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
こ
の
菊
池
市
で
大
き
く
育

っ
た
と
い
う
思
い
を
忘
れ
ず
に
が

ん
ば
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
か

ら
大
き
く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」

と
全
校
生
徒
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。
菊
池
南
中
で
も
生
徒
か
ら

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
江
里

口
選
手
は
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
も
関
わ
ら
ず
真
摯
に
答
え
て
い

ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
の
瀬せ

の
う
え上
祐ゆ
う
き輝
さ
ん
が
、

「
今
日
は
、
僕
た
ち
の
た
め
に
貴

重
な
時
間
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
江
里
口
選
手
が
菊

池
南
中
学
校
の
先
輩
で
あ
る
こ
と

を
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。
大

会
の
場
所
は
日
本
か
ら
遠
く
離
れ

た
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
場
所
で
す
が
、

テ
レ
ビ
の
前
で
一
生
懸
命
応
援
し

て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

残
り
少
な
い
期
間
で
す
が
、
お
体

を
崩
さ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
感
謝
と
激
励
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

先輩の激励と
後輩のエール

オリンピック特集 菊池から夢の舞台へ―

Go for it ! Eriguchi Senpai
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―
ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
に
早
く
走

れ
る
の
で
す
か
？

　
た
く
さ
ん
運
動
し
て
、
た
く
さ

ん
食
べ
て
、
た
く
さ
ん
寝
る
こ
と
。

こ
の
３
つ
が
大
事
で
す
。
好
き
嫌

い
せ
ず
何
で
も
食
べ
、
友
達
と
た

く
さ
ん
遊
ん
で
夜
は
早
く
寝
る
。

そ
れ
を
繰
り
返
せ
ば
、
僕
よ
り
体

は
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
し
足

も
速
く
な
り
ま
す
。

―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
ん
な
気
持

ち
で
走
り
た
い
で
す
か
？

　
い
ろ
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
世
界
で
一
番
す
ご
い
舞

台
な
の
で
、
ま
ず
は
自
分
の
力
を

出
し
切
る
ん
だ
っ
て
い
う
気
持
ち

で
、
全
力
で
悔
い
の
な
い
走
り
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
小
学
生
の
と
き
50
㍍
走
は
何
秒

ぐ
ら
い
で
し
た
か
？

　
小
学
６
年
生
で
７
秒
１
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
１
０
０
㍍
は
13
秒

７
で
し
た
。

―
１
日
何
時
間
練
習
し
ま
す
か
？

　
大
体
２
～
３
時
間
程
度
で
す
ね
。

試
合
が
無
い
時
期
は
、
午
前
中
に

2
～
3
時
間
練
習
し
て
午
後
か
ら

ま
た
1
～
2
時
間
程
練
習
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
す
ご
く
長
い
時

間
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
逆

に
短
く
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
勝
っ
た
と
き
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
す
か
？

　
勝
っ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
。

で
も
、
勝
つ
こ
と
だ
け
が
全
て
じ

ゃ
な
い
。
僕
は
楽
し
ん
で
走
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

走
る
前
は
楽
し
ん
で
走
る
こ
と
を

考
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
勝
っ
た
ら

や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で
す
。

―
何
回
優
勝
し
て
い
ま
す
か
？

　
大
き
な
大
会
か
ら
小
さ
な
大
会

ま
で
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の

中
で
優
勝
し
た
試
合
も
多
い
で
す

が
、
そ
れ
で
も
負
け
た
試
合
も
多

い
ん
で
す
。
一
緒
に
走
る
友
達
に

は
負
け
な
い
ぞ
と
思
い
、
小
学
校

時
代
の
同
級
生
に
は
負
け
た
記
憶

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
近
く
の

小
学
校
に
も
っ
と
速
い
友
達
も
い

た
の
で
、
勝
て
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
勝
っ
て
は
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
た
く
さ
ん

負
け
て
も
い
ま
す
。

―
緊
張
の
取
り
方
や
集
中
力
の
高

め
方
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
も
ち
ろ
ん
僕
も
試
合
前
は
緊
張

教えて！センパイ！

The Question

し
ま
す
。
試
合
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
失
敗
し
た
時
の
こ
と
を
考
え
る

し
、
不
安
は
大
き
く
な
る
ば
か
り

で
す
。
も
の
す
ご
く
周
り
の
選
手

が
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
自
分

自
身
を
見
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
は
、
今
自
分
が
で

き
る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
精
一
杯
全
力
を
尽
く
し
て
、

た
と
え
結
果
が
出
な
く
て
も
仕
方

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
結
果
が
出
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
結
果
が

全
て
じ
ゃ
な
い
。
結
果
を
出
す
こ

と
の
前
に
、
そ
の
過
程
を
大
事
に

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
日
頃
の
生
活
、
大
会
前
に
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
や
個
人
的
な
願

掛
け
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ジ
ン
ク
ス
や
願
掛
け
は
あ
ま
り

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
を
し
な
け
れ

ば
、
あ
れ
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
し
ま
う
と
、
試
合
前
に
そ
れ
が

で
き
な
か
っ
た
時
に
自
分
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
と

思
う
ん
で
す
。

　
そ
れ
で
も
試
合
前
に
な
れ
ば
不

安
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ

う
い
う
と
き
に
は
な
る
べ
く
陸
上

以
外
の
こ
と
を
し
た
り
、
友
達
と

話
を
し
た
り
し
て
不
安
な
気
持
ち

を
紛
ら
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

―
今
一
番
感
謝
し
て
い
る
人
は
誰

で
す
か
？

　
感
謝
と
い
う
気
持
ち
を
何
に
持

つ
か
と
い
う
の
が
す
ご
い
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
家
族
、
コ
ー
チ
、

会
社
や
指
導
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ん
な
ど
、
人
に
対
す
る
感
謝
も
大

事
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
自
分

が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
も
感
謝

し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
僕
は
大
阪
ガ
ス
と
い
う

会
社
に
入
社
し
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
と
い

う
の
は
決
し
て
当
た
り
前
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
以
外
の

国
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

今
の
よ
う
な
環
境
で
陸
上
に
集
中

で
き
る
時
間
を
作
れ
る
こ
と
は
珍

し
い
の
で
す
。

　
今
こ
う
し
て
自
分
が
全
力
で
陸

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の

は
多
く
の
人
々
の
お
か
げ
で
、
そ

れ
に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
環
境
に

も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

隈府小学校の児童と菊池南中学校の生徒が
江里口選手に気になることを質問しました。

菊池から夢の舞台へ

夢の向こう側へ―

Beyond the Dream

Dreams come true

そして

オリンピックという夢の舞台へ上がった二人のアスリート。
しかし、二人の夢はまだ続いています。

私たちの夢と思いを乗せて
果てしない地平線と大海原を駆け抜けています。

菊池から夢の舞台へ―
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6　
　12

福村市長に牛乳を手渡す稲田さん（中）と堀
ほり

　瑞
み ず え

枝さん（右）劇を披露する山鹿人権擁護委員協議会の皆さん

　６月 17 日は父の日ということで、今年も菊池市
の酪農女性部の皆さんが、市役所でキャンペーンを
行いました。菊池市は、西日本最大の酪農地帯であ
り、このキャンペーンも、菊池地域で始まり、今で
は全国に広まったものです。
　熊本県酪農業協同組合連合会菊池支所女性部長の
稲
い な だ

田仁
ひ と み

美さんは、「たくさん牛乳を飲んで、元気に
仕事してください」と、福村市長に牛乳を贈りまし
た。

　生涯学習講座「こら～為になる講座」は、泗水公
民館で開催され、冒頭で山鹿人権擁護委員協議会

（岩
い わ さ き よ し ろ う

﨑義郎会長）による人権啓発劇がありました。
劇では、会員の皆さんが福島県の原発事故に伴う放
射能汚染の風評被害について寸劇を披露。岩﨑会長
は、「悩みや困ったことがあれば電話でもいいので、
気軽にご相談ください」とあいさつしました。
　その後、法務局の職員による「遺言」についての
講話があり、参加者は真剣に耳を傾けていました。

赤ちゃんとスキンシップ
乳児ふれあい学習

父の日に乳
ちち

を贈ろう！

6　
　14

6　
　21

6　
　16

セミナーでは九州各地の廃校活用の事例が発表されました

　廃校となった学校の有効活用を考える全国廃校活
用現地セミナーが、きくちふるさと水源交流館で開
催されました。セミナーには、行政や民間団体から
約 40人が参加し、九州各地の先進事例などが発表
されました。近年、全国でも廃校の活用をどうする
のか問題となっています。主催である財団法人都市
農山漁村交流活性化機構の齋

さいとう

藤章
しょういち

一専務理事は、「多
様化する生活様式のなか、地域の拠点となるような
利用ができることを願う」と述べました。

全国廃校活用現地セミナー
が開催されました

こら～為
ため

になる！
人権啓発劇

6月
～8月

6　
　6

6　
　9

インターンシップ生のジョさん（左）。引率で市長を訪問した韓
日社会文化フォーラム事務局長キム・ギュヒョンさん（右）

清掃作業を行う組合員の皆さん

韓国人インターンシップ生
が菊池市で体験中！

菊池たばこ販売協同組合
清掃ボランティア

第16回ほたるの里・旭志剣道大会

赤ちゃんを優しく抱っこする生徒

　菊池北中学校（久
く ぼ

保明
あ き ひ ろ

博校長）で思春期教室（乳
児ふれあい学習）が行われました。学習には、２年
生と生後２～９カ月の赤ちゃん親子 12 組が参加。
生徒たちは、赤ちゃんの衣服の着替えやオムツ交換
を体験しました。２年１組の小

こ ば や し

林聡
そ う た

太くんは、「初
めて赤ちゃんをだっこしました。緊張したけど、と
てもかわいいです」と笑顔を見せました。最後に、
赤ちゃんの親から出産や育児についての話を聞き、
育児の喜び、苦労、親になる責任などを学びました。

6　
　9

小学校低学年の部で優勝した隈府小学校の皆さん

中学校女子の部で優勝した旭志中学校の皆さん

　菊池たばこ販売協同組合（福
ふ く し ま た つ や

嶋達也理事長）の組
合員の有志 11 人が、市役所前など街路の清掃作業
を行いました。この活動は、菊池をきれいにしたい
という思いから始まったもので、約 20 年間続いて
います。
　組合員の皆さんは、街路に捨てられた紙くずやた
ばこの吸い殻などを拾い、額に汗をにじませながら
まちをきれいにしていました。

　旭志体育館および旭志中学校体育館と武道場を会
場に開催されました。県内より小学校 72 チーム、
中学校 51 チームの計 123 チームが参加。約 800
人の少年少女剣士たちが、優勝を目指して激しい熱
戦を繰り広げました。
　上位の結果は次のとおりです。
小学校低学年
　優勝　隈府小学校　準優勝　泗水小学校
　３位　大津少年剣道クラブ・大津南少年剣道クラブ

　韓国人大学生の曺顥昇 ( ジョ・ホスン ) さんが約
３カ月間、菊池市でインターンシップを体験してい
ます。ジョさんは、慶

キ ョ ン サ ン ブ ク ド

尚北道にある亀
ク ミ

尾大学の２年
生で、専攻は自動車機械工学です。期間中は市役所
のほか、メロンドーム、温泉ドーム、きらり水源村
や菊池渓谷などで実習を行っています。「１年前に
日本語の勉強を始めたばかりですが、ベストを尽く
し、たくさんの事を学び経験しながら、一生忘れら
れない思い出を作りたいです」と抱負を述べました。

第16回ほたるの里・旭志剣道大会

小学校高学年
　優勝　稲田小学校、準優勝　城西小学校
　３位　菊之池小学校・龍驤館
中学校男子
　優勝　九州学院中学校、準優勝　錦ヶ丘中学校
　３位　旭志中学校・西合志南中学校 A
中学校女子
　優勝　旭志中学校、準優勝　大津中学校
　３位　泗水中学校・菊池南中学校

19 182012 August広報きくち19 2012 August広報きくち



　

6/23
・24

大会に出場した新輝塾の皆さん 地域の人、先生、保護者の指導を受けながら、子どもたちは上
手に苗を植えていました

東京菊池会総会にはたくさんの会員が参加しました

7　
　5

7　
　7

7　
　6

福村市長に寄付金を手渡す松岡さん

6　
　29

黒潮市場泗水店店長の東さん（左）と寄付金を受け取った泗水
小学校の宮川校長（右）

6　
　12

6　
　22

2

1

3

4

　ロンドンオリンピックボート男子軽量級ダブルス
カル代表の武

た け だ

田大
だ い さ く

作選手と浦
う ら

　和
か ず し げ

重選手が、龍門小
学校を訪問しました。二人は北京、アテネに続き３
回目のオリンピック出場で、６月 17 日まで斑蛇口
湖ボート場で合宿を行っていました。
　今回、教育委員会が二人に依頼して訪問が実現。
学校を訪れた二人は、「オリンピックを目指すこと
が大事。挫折することもありますが、夢を持って生
活してほしい」と子どもたちに語りました。

　菊池北小学校（宇
う の

野達
た つ や

也校長）の学校田で、同校
５年生 31 人と、菊池さくら保育園年長組 20 人が
田植え体験をしました。同校では、平成 20 年度か
ら５年生の「総合的な学習の時間」の一つとして行っ
ており、昨年から同園も参加して実施しています。
　今回植えたのは、赤米、緑米、ヒヨクモチの３種
類。５年生の三

み す み

隅菜
な お

生さんは、「初めて田植えをし
たけど、とても楽しい」と笑顔。子どもたちは泥だ
らけになりながら、１株１株丁寧に植えていました。

　講話の後、児童たちは、ボートのオールにぶら下
がったり、筋肉やまめだらけの手のひらを触ったり
して二人とスキンシップ。６年生の山

や ま の

野太
た い よ う

陽くんが
「僕もお二人のように夢を叶えられるよう頑張りた
いです。今日はありがとうございました」と児童を
代表して感謝を述べました。
　お昼には児童と一緒に給食も食べ、子どもたちは
質問や話しをしながら楽しい時間を過ごしました。

龍門小学校にオリンピック選手がやってきた！

児童と園児が
楽しく田植え体験

1. 競技で使用するオールに触れてはしゃぐ児童　2. 武田選手
（右）と浦選手（左）　3.4. みんな一緒に給食を食べました

　長崎県立総合体育館で開催され、九州各県の代
表 530 人が技を競いました。菊池市からは、新輝
塾（花

は な ど う

堂武
た け ひ ろ

浩監督）の伊
い と う

藤睦
む つ き

基くん（泗水小１年）、
髙
た か の

野麻
ま い

衣さん（菊池北小５年）、冨
と み た

田玲
れ い じ

司くん（隈
府小６年）、佐

さ っ さ

々和
か ず き

紀くん（七城小６年）が出場し
ました。なお、佐々くんは、8 月 25 日・26 日に
鹿児島県で開催される第９回全国少年柔道大会にも
出場予定。「県代表ということを自覚して、悔いの
残らない試合をしたい」と意気込みを語りました。

　東京菊池会（平
ひ ら や ま

山正
せ い ご う

剛会長）の第 6 回総会が開
催されました。この会は、菊池市の出身者や菊池市
にゆかりがある首都圏在住の人が、市の活性化に寄
与することを目的に組織される会です。総会後の「ふ
るさと菊池のつどい」には、福村市長をはじめ多く
の会員が参加。ふるさとの思い出話に花を咲かせま
した。また、菊池市出身のフルート演奏家・須

す ど う

藤
英
え い じ

二さんのフルート演奏や、ふるさと特産品のＰＲ
を兼ねた抽選会も行われ、盛り上がりを見せました。

　菊池市弓道協会名誉会長の松岡　誠さんが、市の
スポーツ振興に役立てほしいと、市に寄付金を贈呈
しました。松岡さんは、昭和 42 年に弓道協会の前
身となる菊池弓友会を発足。教士７段の資格を取得
し、後進の指導や功績などから数々の表彰を受けて
きました。現在 93 歳の松岡さんは、「弓道場もでき、
試合にもたくさん出させてもらいました。これまで
続けられた感謝を込めて寄付します。市のスポーツ
振興に役立てもらえたら」と思いを語りました。

　黒潮市場では、地域密着型企業としてマイバッグ
持参運動を展開しています。この運動は、マイバッ
グを持参していない来店者に、レジ袋を 1 枚 1 円
で販売し、その代金の一部を地域の小学校などに寄
付するというものです。
　今回は、黒潮市場泗水店より泗水小学校へ寄付金
が贈られました。宮

み や が わ

川淳
じゅんいち

一校長は、「ありがとうご
ざいます。頂いた寄付金は、学校の図書などの購入
に充てたい」と感謝を述べました。

第30回九州少年柔道大会
第６回東京菊池会総会
ふるさと菊池のつどい

松
まつおか

岡　誠
まこと

さんが
菊池市に寄付金

黒潮市場から泗水小学校へ
マイバッグ持参運動寄付金

保護司が法務大臣からのメッセージを代読しました

7　
　7

犯罪や非行の防止と
更生への理解を

　第 62 回社会を明るくする運動菊池市集会は、菊
池市文化会館で開催され、市民約 600 人が参加し
ました。「社会を明るくする運動」は、全ての国民
が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につ
いて理解を深め、力を合わせて犯罪や非行のない明
るい社会を築こうとする全国的な運動です。集会で
は、泗水小学校合唱部の演奏に続き、小中高校生の
作文表彰・発表、林

はやし

　覚
かくじょう

乗さん（福岡・南蔵院第
二十三世住職）による記念講演がありました。
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問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報
　

応
募
者
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
人
と
公

的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
わ

た
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ

イ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

公
的
年
金
の
大
切
さ
、
公
的

年
金
と
の
関
わ
り
、
ま
た
は
社
会
保
障
と

し
て
の
公
的
年
金
の
意
義
な
ど
に
関
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
だ
作
品

応
募
資
格

　

一
般
、
学
生
・
生
徒
（
中
学
生
以
上
）

応
募
要
領

・�

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
日
本
年

金
機
構
「
わ
た
し
と
年
金
」
担
当
宛
て

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

日
本
語
で
１
０
０
０
～
２
０
０
０
文
字

以
内
と
し
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

の
場
合
、
３
枚
か
ら
５
枚
、
W
O
R
D

文
書
形
式
に
よ
る
場
合
は
、
原
稿
横
書

き
（
A
４
版
、
40
字
×
35
行
）
と
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
所
属

（
会
社
名
、
学
校
名
な
ど
）
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

・
内
容
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
締
切

　

９
月
30
日
㈰
（
当
日
消
印
有
効
）

※�

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出
は
、
当
日
午

後
６
時
ま
で

表　
彰

・�

最
優
秀
賞　

１
人

・
優
秀
賞　
　

２
人

・
入　

選　

若
干
名

※�

受
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

発
表
な
ど

・�

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
最

優
秀
賞
を
は
じ
め
と
す
る
優
秀
作
品
を

全
文
掲
載
す
る
こ
と
で
発
表
し
ま
す

（
11
月
下
旬
予
定
）
。
そ
の
他
、
日
本

年
金
機
構
が
発
行
す
る
刊
行
物
へ
の
掲

載
を
行
う
予
定
で
す
。

・�

入
賞
作
の
著
作
権
は
日
本
年
金
機
構
に

帰
属
し
ま
す
が
、
内
容
は
本
人
の
責
任

と
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

〒
１
６
８

－

８
５
０
５　

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３

－

５

－

24�

日
本
年
金
機
構
サ
ー
ビ
ス
推
進

部
サ
ー
ビ
ス
推
進
グ
ル
ー
プ
「
わ
た
し
と

年
金
」
担
当

☎
０
３
（
５
３
４
４
）
１
１
０
０

電
子
メ
ー
ル

w
atashito-nenkin@

nenkin.go.jp

「
わ
た
し
と
年
金
」

　
　
　
　
　
エッ
セ
イ
募
集
中

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
の
延
長
）
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期

間
が
あ
る
場
合
や
資
格
取
得
な
ど
の
届
け

出
忘
れ
に
よ
り
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間

が
な
い
場
合
に
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が

受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。（
保
険
料
納
付
や
免
除
な
ど
の
合

計
が
25
年
（
３
０
０
月
）
未
満
の
場
合
）

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

昨
年
法
律
が
改
正
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
過
去
10
年
に
延

長
さ
れ
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分
以
降
の
納

め
な
か
っ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
※
）

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
を
お
持
ち
の
人
は
、
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
事
前

に
申
し
込
み
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間
は
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９

月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

・
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
６
１

第８回

募
集
要
項

・
応
募
期
限　

９
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

・
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

・�

応
募
は
封
筒
１
通
に
つ
き
１
作
品
と
し

ま
す
。

・�

A
４
サ
イ
ズ
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

１
枚
以
内
。
絵
手
紙
は
、
は
が
き
サ
イ

ズ
。
専
用
の
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
商
工
観
光
課
、
菊
池
夢
美
術
館
、

各
物
産
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
（
募
集

期
間
中
の
み
）

・�

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
誰
に
宛
て
た
手
紙
か
（
夫
か
ら
妻

へ
・
妻
か
ら
夫
へ
）
を
明
記
す
る
こ
と
。

・
応
募
作
品
は
未
発
表
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・�

応
募
作
品
に
つ
い
て
の
一
切
の
権
利
を

菊
池
市
が
有
し
ま
す
。

※�

表
彰
式
は
11
月
22
日
㈭
予
定
。
入
賞
者

へ
の
連
絡
を
も
っ
て
結
果
発
表
に
代
え

ま
す
。

※�

全
作
品
は
11
月
22
日
㈭
～
平
成
25
年
１

月
20
日
㈰
ま
で
菊
池
夢
美
術
館
に
展
示

し
ま
す
。

賞
の
内
容

・�

夫
婦
の
手
紙
大
賞　

１
編

　

�

韓
国
ソ
ウ
ル
２
泊
３
日
ペ
ア
招
待
券

・�

最
優
秀
賞　

２
編

　

菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

・�

優
秀
賞　

５
編

　

菊
池
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

・�

佳
作　

10
編

　

菊
池
市
第
３
セ
ク
タ
ー
共
通
お
買
物
券

　

２
０
０
０
円
分

応
募
先

　

〒
８
６
１

－
１
３
９
２

　

菊
池
市
隈
府
８
８
８

　

菊
池
市
役
所
商
工
観
光
課
内
「
夫
婦
の
手

紙
・
絵
手
紙
」
作
品
募
集
係

口に出しては言えない日頃の
感謝の思いを込めて―。　
「いつもありがとう！」心で
は思っていてもなかなか言え
ない言葉。手紙をとおして自
分の　一番大切な人、　一番
の理解者、　自分を愛してく
れる人に想

おも
いを伝えてみませ

んか？

「夫婦の手紙・絵手紙」作品募集

～夫から妻へ　妻から夫へ～

問い合わせ先　商工観光課　☎ 0968（25）7223
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968（25）7219

19歳になったら
複合健診を受けましょう

高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病は自覚
症状のないまま進行し、心筋梗塞や脳卒中、糖尿病
からの人工透析や失明など重篤な病気を引き起こし
ます。今や、日本人の死因の 6 割を生活習慣病が占
めています。また、心臓病や脳卒中は、障がいや寝
たきりの主な原因でもあります。
今回は、この複合健診の重要性について考えてみま
しょう。

健
診
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

　

自
覚
症
状
が
な
く
、
ひ
そ
か
に
進

む
病
気
を
見
つ
け
る
の
が
、
健
診
で

す
。
さ
て
、
複
合
健
診
で
は
ど
ん
な

病
気
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

平
成
23
年
度
の
健
診
結
果
で
は
、

糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
人
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
A
1
c
が
基
準
よ
り
高
い

人
）
は
、
男
女
共
に
半
数
以
上
に
の

ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
脂
血
症
の
疑

い
の
人
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
基
準
よ
り
高
い
人
）
は
、
女
性
で

半
数
を
超
え
、
男
性
で
も
４
割
を
超

え
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の
疑
い
の
人

は
男
性
で
４
割
を
超
え
、
女
性
で
も

３
割
を
超
え
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

が
ん
検
診
で
は
、
精
密
検
査
の
結

果
、
が
ん
や
が
ん
の
疑
い
と
診
断
さ

れ
た
人
が
58
人
い
ま
す
。
そ
の
大
半

は
早
期
が
ん
の
状
態
で
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
が
ん
以
外
の
疾
患
と
診
断

さ
れ
た
人
は
、
3
1
1
人
に
な
り

ま
す
（
表
２
）。

　

健
診
で
、
自
分
の
健
康
状
態
を
把

握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
り
、

早
め
の
治
療
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
、

あ
な
た
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
第
一

歩
と
な
る
の
で
す
。

病
気
と
医
療
費

　

軽
い
異
常
の
う
ち
に
対
応
す
れ

は
、
生
活
の
制
限
も
少
な
く
、
い
き

い
き
と
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
医
療
費
も
少
額
で
済
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
病
状
が
重
く
な
る
に
つ

れ
て
か
か
る
医
療
費
も
高
額
に
な
り

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
A
さ
ん
（
75
歳
）
の

病
気
の
経
過
と
か
か
っ
た
医
療
費
を

示
し
て
み
る
と
…

Ａ
さ
ん
の
病
気
の
経
過

50
歳
・�

糖
尿
病
発
病

　
　
　

内
服
治
療
を
始
め
ま
し
た
。

55
歳
・�

高
血
圧
を
発
病

　
　
　

内
服
治
療
を
始
め
ま
し
た
。

　
　

・ 

糖
尿
病
で
血
糖
の
調
整
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
り
、
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
の
注
射
を
始
め
ま

し
た
。

60
歳
・�

高
脂
血
症
と
痛
風
を
発
病

　
　
　

内
服
治
療
を
始
め
ま
し
た
。

65
歳
・�

心
筋
梗
塞
に
な
り
バ
イ
パ
ス

手
術
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

・ 

糖
尿
病
性
の
網
膜
症
で
手
術

を
受
け
ま
し
た
。

　
　

・ 

糖
尿
病
の
悪
化
で
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
に
な
り
、
下
肢
を

切
断
し
ま
し
た
。

70
歳
・�

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
り
人
工

透
析
を
始
め
ま
し
た
。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

６
月
８
日
・
22
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

川か
わ
か
み上
夢ゆ
め
か佳　
（
○菊　
龍
門
１
区
）

熊く
ま
が
い谷
亮り
ょ
う
せ
い
聖　
（
○菊　
袈
裟
尾
）

山や
ま
も
と本
悠ゆ
う
ま真　
（
○菊　
下
西
寺
）

山や
ま
も
と本
祐ゆ
う
と斗　
（
○菊　
下
西
寺
）

前ま
え
だ田
泰た
い
き輝　
（
○菊　
中
西
寺
）

前ま
え
だ田
真ま

ゆ

き
優
生（
○菊　
南
古
閑
）

内う
ち
だ田
千ち
ひ
ろ尋　
（
○菊　
片
角
）

山や
ま
さ
き崎
太た
い
き喜　
（
○菊　
下
出
田
）

▼表２　平成 22 年度がん検診結果

その他

98

113

36

２

62

がん疑い

２

20

２

19

１

がん

４

３

３

２

２

検診名

乳がん検診

大腸がん検診

腹部超音波検診

子宮がん検診

胃がん検診

A さんにかかった医療費
金額

1,375 万円
1,000 万円
140 万円
135 万円
105 万円
400 万円

100 ～ 200 万円
200 万円

2,500 万円

治療など
内服治療

インシュリン注射
内服治療
内服治療
内服治療
手術のみ
手術のみ
手術のみ
人工透析

70 歳
55 万円× 25 年

50 万円× 20 年
７万円× 20 年

9 万円× 15 年
7 万円× 15 年

500 万円× 5 年

400 万
145 万
200 万

65 歳60 歳55 歳50 歳病名など

糖尿病

高血圧
高脂血症

痛風
心臓 ( 心筋梗塞 )

眼（網膜症 )
下肢（切断）

腎臓

年齢

病　
気　
の　
経　
過

▼表１　平成 23 年度健診結果

　
不
健
康
な

　
生
活
習
慣

　
動
脈
硬
化
が
進
行

　
突
然

　
重
い
病
気
を
発
症

　
ウ
エ
ス
ト
が

　
太
く
な
る

　
軽
い
異
常
が

　
複
数
出
て
く
る

　
治
療
が
必
要
な

　
病
気
が
出
て
く
る

食べ過ぎ 糖尿病 心臓病
高血糖内臓脂肪

型肥満運動不足 高血圧 脳卒中
人工透析

高血圧
睡眠不足 脂質異常

高脂血症

メタボリックシンドローム

生活年齢の進み方（年齢）

喫　　煙 通　　風
飲み過ぎ 脂肪肝

死　亡
障がい

生活習慣病はこのように進んでいきます！

健康だより

佐さ
っ
さ々

仁じ
ん
や也　
（
○菊　
大
柿
）

芳よ
し
か
わ川　
楓か
え
で　
（
○菊　
藤
田
）

梨な
し
も
と

子
本
駿し
ゅ
ん　
（
○菊　
大
琳
寺
）

新し
ん
ご
う郷
友ゆ

い彩　
（
○菊　
中
町
）

緒お
が
た方
咲さ
く
ら良　
（
○菊　
原
細
永
）

坂さ
か
も
と本
結ゆ

ず春　
（
○旭　
妻
越
）

藤ふ
じ
も
と本
文ぶ
ん
た汰　
（
○旭　
小
川
）

齋さ
い
と
う藤
緒つ
ぐ
み未　
（
○旭　
小
原
）

三み
い
け池
祐ゆ
う
ご五　
（
○旭　
高
永
）

小こ
い
け池
巧た
く
ま真　
（
○泗　
富
の
原
一
）

嶋し
ま
づ津
颯ふ
う
た太　
（
○泗　
村
吉
）

望も
ち
づ
き月
柊し
ゅ
う
ご吾　
（
○泗　
竹
の
下
）

黒く
ろ
ひ
ぢ

肥
地
蓮れ
ん　
（
○泗　
富
の
原
一
）

牛う
し
じ
ま島
昇し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎（
○泗　
永
）

松ま
つ
も
と本
和な
ご
み澪　
（
○泗　
桜
山
四
）

　
山
芯し

ん
と敦　
（
○泗　
富
の
原
北
）

平ひ
ら
た田
楼る
ぶ
き季　
（
○泗　
富
納
）

小こ
ま
き牧　
縁ゆ
か
り　
（
○泗　
富
納
）

松ま
つ
も
と本
侑ゆ
う
ま真　
（
○泗　
永
出
分
）

右み
ぎ
た田　
蓮れ
ん　
（
○泗　
田
島
団
地
）

吉よ
し
む
ら村
真ま

お乙　
（
○泗　
永
）

堀ほ
っ
た田
花か
の
ん音　
（
○泗　
高
江
）

三さ
ん
の
み
や宮
梓あ
ず
み美　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
磨
い

た
後
の
「
仕
上
げ
磨
き
」
が
大
切
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
甘
い
も
の
を
控

え
る
こ
と
」、「
歯
み
が
き
を
す
る
こ

と
」、「
歯
を
強
く
す
る
こ
と
」、「
定

期
健
診
を
受
け
る
こ
と
」
を
心
が
け
、

む
し
歯
ゼ
ロ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

か
た
や
ま

早
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

A
さ
ん
は
、
50
歳
か
ら
75
歳
ま
で

の
間
に
、
6
0
0
0
万
円
の
医
療
費
が

か
か
り
ま
し
た
。
入
院
費
用
な
ど
を

加
え
る
と
も
っ
と
か
か
り
ま
す
。
医

療
費
だ
け
で
な
く
、
下
肢
の
切
断
や
、

透
析
治
療
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
制

限
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

軽
い
症
状
の
う
ち
に
早
く
治
療
し
て

い
れ
ば
、
医
療
費
は
こ
れ
ほ
ど
か
か

ら
ず
、
下
肢
の
切
断
や
透
析
治
療
も

必
要
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
健
診
（
19

歳
～
39
歳
）
特
定
健
診
（
40
歳
～
74

歳
の
国
民
健
康
保
険
の
人
）
後
期
高

齢
者
健
診
（
75
歳
以
上
）
と
各
種
が

ん
検
診
を
同
時
に
で
き
る
複
合
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
土
・
日
曜

に
も
実
施
）

　

年
に
１
回
の
健
診
受
診
を
習
慣
に

し
て
、
あ
な
た
自
身
の
健
康
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
、

広
報
の
33
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と　

き　

８
月
10
日

（金）

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

そ
の
他　

現
在
、
４
０
０
ml
献
血
の

需
要
が
と
て
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
４
０
０
ml
の
献
血
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
服
薬
に
関

す
る
基
準
が
若
干
変
更
に
な
っ
た
こ

と
で
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献

血
を
お
願
い
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
会
場
で
医
師
が
総
合
判
断
し
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※金額は、病状・治療法により個人差があります。
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と し ょ だ よ り

ジ
ャ
ッ
ク
と
ア
ニ
ー
を
ど
の
恐
竜
が
助

け
る
の
か
、
そ
の
結
末
が
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
す
。
２
巻
の
「
女
王
の
フ
ュ

テ
ピ
の
な
ぞ
」
に
は
、
絶
滅
し
た
動
物

も
出
て
き
ま
す
。

　

１
巻
か
ら
32
巻
ま
で
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お詫びと訂正
　広報きくち 7 月号 25 ページ「新着・お薦め図書」
の著者名に誤りがありました。お詫びして訂正します。
誤　ようちえんがばけますよ　宮本　文雄　著
正　ようちえんがばけますよ　内田麟太郎　著
誤　朱鳥の陵　宮　　次男　著
正　朱鳥の陵　坂東眞砂子　著

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
土曜日も開いているよ・・・。
話題の本もすぐ借りられるの
になぁ・・・。

ホタル

耳より情報

泗水図書館
Ｋ
楽園のカンヴァス
佐助を討て
光
厄除開運人生
ケイト・グリーナウェイ
こびと大百科
はまべにはいしがいっぱい

中央公民館図書室
パパ１年生
和の色洒落色
ファイヤーボール
恋するエクソシスト
こども歴史新聞完全版
フルーツタルトさん

七城公民館図書室
読めない遺言書
園芸図鑑家庭果樹
ちこく姫
よろしくともだち

旭志公民館図書室
桜舞う（おいち不思議がたり）
グリフィンとお茶を
たったひとつのねがいごと

もっかい！

三
み き

木　卓
たく

　著
原
は ら だ

田マハ　著
犬
いぬかい

飼六
ろ っ き

岐　著
道
み ち お

尾秀
しゅうすけ

介　著
辛
しんさん

酸なめ子
こ

　著
川
かわばた

端有
あ り こ

子　著
なばたとしたか　著

レオ＝レオニ　絵

安
あんどう

藤哲
て つ や

也　著
おおたうに　著

原
はら

宏
こういち

一　著
梨
り さ

沙　著
小
こばやし

林隆
たかし

　監修
さとうめぐみ　作

深
み や ま

山　亮
りょう

　著
三
み か み

上常
つ ね お

夫ほか　著
よしながこうたく　作

内
う ち だ

田麟
り ん た ろ う

太郎　作

あさのあつこ　著
荻
おぎわら

原規
の り こ

子　著

バーバラ・マクリントック　作
エミリー・グラヴェット　作

万
句
の
里
俳
句
会
　
６
月
句
会

樟
若
葉
日
毎
に
山
を
膨
ら
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈
部　
輝
子

雨
ご
と
に
色
深
み
ゆ
く
額が

く

の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
嶌　
房
子

一
山
の
あ
じ
さ
ゐ
色
に
揺
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
妙
子

蛇
行
す
る
川
辺
を
占
め
て
行ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し

々
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村　
妙
子

植
田
は
や
風
を
映
し
て
お
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山　
邦
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
６
月
例
会

梅
雨
一
と
日
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ
に
暫
し

醉
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

そ
れ
急
げ
道
路
横
断
ヒ
キ
ガ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
大
寿

蝶
の
羽
化
そ
つ
と
見
守
り
草
む
し
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

白
と
言
ふ
色
の
眩
し
き
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

逝
け
ば
人
皆
美
し
き
蛍
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会
　
６
月
詠
草

柿
若
葉
五
目
ず
し
盛
る
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

青
々
と
春
日
ぼ
ー
ぶ
ら
苗
芽
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

甘
き
香
の
野
薔
薇
寄
ら
し
む
野の

み
ち径
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

用
水
に
ひ
し
め
く
落
葉
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

肥
後
狂
句
桜
会
　
６
月
例
会

油
断
は
禁
物　
ケ
チ
が
中
元
持
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

雁
首
揃
え　
出
番
待
っ
と
る
鵜
飼
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
孝
幸

初
め
て
の
包
丁　
い
ま
教
室
に
通
い
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
レ
イ
子

さ
あ
大
変　
母
屋
に
飛
び
火
し
た
ご
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
尻　
浩
風

時
代
が
違
う　
子
は
か
す
が
い
と
い
い
難

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木　
房
恵

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
６
月
例
会

よ
か
気
分　
検
査
の
結
果
白
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡　
三
水

原
因
不
明　
医
者
も
説
明
し
か
ね
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

成
人
病　
老
い
ら
く
の
恋
ま
っ
し
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続　
　
義
昭

水
田
牛
蒡　
入
れ
歯
は
要
ら
ん
ご
つ
柔
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

原
因
不
明　
媽
が
珍
し
ゅ
飯
炊
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶

七
城
短
歌
会
　
６
月
詠
草

乾
き
き
る
畑
に
菖
蒲
ゆ
紫
の
蕾
膨
み
水
を

掛
け
や
る　
　
　
　
　
　
　
水
田
紗
陽
子

楽
し
み
に
ト
マ
ト
に
キ
ュ
ウ
リ
茄
子
植
え

し
ハ
ウ
ス
を
今
朝
も
覗
き
に
来
た
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
寛
子

純
白
に
見
惚
れ
る
卯
の
花
嗅
ぎ
み
た
り
仄

か
に
香
る
奥
の
ゆ
か
し
き　
岩
津　
凉
子

二
十
Ｋ
背
に
負
う
肥
料
も
重
く
な
り
弱
ま

り
し
脚
踏
み
し
め
撒
き
ゆ
く　
　
　

�　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　々
重
弘

花
芽
つ
く
サ
ボ
テ
ン
机
に
飾
り
置
く
こ
ぞ

庭
隅
に
放
り
し
も
の
を　
　
吉
間　
充
子

高
齢
者
大
学
　
６
月
歌
会

庭
深
く
絞
り
の
つ
つ
じ
咲
き
満
ち
て
朝
の

空
気
の
す
が
し
さ
を
吸
ふ　
岡
本　
ト
シ

七
回
忌
修
し
安
堵
の
春
炬
燵
う
た
た
寝
に

聞
く
夫つ
ま

の
呼
ぶ
声　
　
　
　
中
川　
愛
子

梅
実
り
庭
隅
の
紫
蘇
育
ち
を
り
は
や
漬
け

込
ま
む
と
気
負
へ
る
朝あ
し
た　
　
岩
木
タ
エ
子

石
に
這
う
蟷
螂
よ
た
よ
た
蠢
き
て
一
糎
の

か
ら
だ
保
護
色
を
持
つ　
　
山
城　
雅
子

咲
き
初
む
る
花
の
い
の
ち
は
待
た
ず
し
て

詫
び
つ
つ
垣
根
の
雑
草
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
ト
メ
子

菊
池
短
歌
会
　
７
月
詠
草

明
け
朝
は
荒
代
水
が
溜
り
ゐ
む
樋と
い

う
つ
雨

の
い
よ
い
よ
激
し　
　
　
　
村
上
さ
き
江

背
戸
山
の
間ま

ぶ分
よ
り
湧
け
る
岩
清
水
早
や

梅
雨
入
り
と
田
植
急
か
す
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下　
菊
代

回
想
の
多
き
齢
と
な
り
果
て
て
映
画
の「

ガ
ス
燈
」夢
中
に
視
入
る　

山
下　

静
子

う
ぐ
い
す
の
鳴
く
音
真
近
か
に
聞
き
な
が

ら
菊
池
神
社
の
掃
除
当
番　
余
語
や
す
子

ス
タ
ミ
ナ
料
理
も
う
要
り
ま
せ
ん
歳
で
す

ね
に
ん
に
く
パ
ワ
ー
も
降
参
降
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原　
　
許
子

マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
著

　

私
の
お
す
す
め
の
本
は
、
映
画
に

も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
有
名
な
「
マ

ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
す
。

　

こ
の
物
語
は
、
８
歳
の
男
の
子

ジ
ャ
ッ
ク
と
そ
の
妹
で
あ
る
５
歳
の

女
の
子
ア
ニ
ー
が
、
い
ろ
ん
な
時
代

で
冒
険
す
る
物
語
で
す
。

　

私
が
読
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
映
画
の
予
告
を
見

て
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
読
ん
で
み

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

　

１
巻
の
「
恐
竜
の
谷
の
大
冒
険
」

で
は
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
２
人

を
お
そ
う
場
面
が
あ
り
、
ど
う
な
る

の
か
な
と
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
に
お
そ
わ
れ
て
い
る

隈府小学校６年
信
のぶおか

岡梨
り な

奈さん

泗水図書館臨時休館のお知らせ
　７月の大雨による浸水で、図書館の施設および電算システム（図
書館ホームページを含む）に被害が出ました。そのため、しばらく
臨時休館させていただきます。臨時休館中は本の返却ができません
ので、開館するまで各自で本の保管をお願いします。ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　開館準備ができ次第、市のホームページや図書館ホームページで
お知らせします。なお、中央・七城・旭志公民館図書室につきましては、
通常どおり開室しますので、ご利用ください。
問い合わせ先　菊池市中央公民館　0968（25）1672
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自
然
を
感
じ
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

韓
国
で
人
気
の
あ
る
「
オ
ル
レ
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。
整
備
さ
れ
た
コ
ー

ス
を
健
康
の
た
め
に
歩
き
な
が
ら
、

美
し
い
自
然
を
楽
し
む
と
い
う
済チ

ェ
ジ
ュ州

島
発
祥
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

こ
と
で
す
。
韓
国
は
も
ち
ろ
ん
九
州

オ
ル
レ
も
登
場
し
、
日
本
で
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
市
の
水
源
地
区
で
も
、
自
然

を
感
じ
な
が
ら
地
域
探
索
で
き
る

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
地
域
探
索
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
高
校
生
や
一
般
の
人
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
水
源
の

自
然
や
民
家
、
歴

史
な
ど
を
身
近
に

感
じ
る
約
４
㌔

（
所
要
時
間
約
１

時
間
）
の
コ
ー
ス

が
体
験
で
き
ま
す
。

開館時間　午前９時～午後６時　※期間中の休館日なし

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報わいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

　

大
塚
区
の
西
南
に
、
近
隣
在
住
の

人
々
の
浄
財
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
観

音
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
御
堂
は
、

明
治
19
年
３
月
、
昭
和
25
年
５
月
の

２
度
に
わ
た
っ
て
改
修
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
損
傷
が
著
し
い
た
め
、
平
成

23
年
３
月
に
新
た
に
改
修
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
内
部
に
安
置
さ
れ
た
祠

と
観
音
菩
薩
像
は
、
長
年
に
わ
た
り

区
民
や
世
話
人
の
努
力
に
よ
り
大
切

に
保
存
さ
れ
、
建
立
当
時
の
素
朴
な

御
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
毎
年
１
月
18
日
に
観
音

さ
ん
祭
り
を
開
催
し
て
お
り
、
従
来

は
男
性
が
祭
り
を
執
り
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
女
性

の
お
祭
り
と
し
て
定
着
し
、
現
在
に

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
人
権
教
育
指
導
員

中な
か
た田
武た

け
ひ
ろ博
さ
ん

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       83

　

大
塚
区
共
同
墓
地
の
一
角
に
、
江

戸
後
期
に
建
立
さ
れ
た
邑
祖
嘉
左
衛

門
之
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
碑
文
に
は
、
３
０
０
年
前
に

没
し
た
嘉
左
衛
門
が
、
大
塚
村
の
草

分
け
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
称
え
、

当
時
の
村
人
た
ち
が
、
遺
徳
を
偲
ん

で
建
立
し
た
と
の
内
容
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
墓
地
入
り
口
に
は
、
阿
弥

陀
如
来
の
石
像
が
祀
っ
て
あ
り
、
脇

に
は
墓
地
改
修
に
伴
う
経
緯
を
記
し

た
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
大
塚
区
の
今
日
が
あ
る

遺
跡
で
あ
り
、
毎
年
４
月
に
は
先
祖

祭
り
を
開
催
し
、
先
人
の
足
跡
を
し

の
ぶ
慰
霊
の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
と
共
に
歩
め
る
社
会
へ

　

私
た
ち
の
意
識
の
中
に
、「
も
う
年

だ
か
ら
」「
年
寄
り
の
く
せ
に
」と
か
、

ま
た
「
老
い
」に
対
し
「
暗
い
」「
汚
い
」

な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
？　
そ
の
よ
う
な
意
識

が
高
齢
者
に
対
し
て
の
偏
見
で
あ
り
差

別
を
生
む
要
因
に
な
り
ま
す
。　

　
現
在
、
高
齢
者
に
対
し
、
虐
待
や
孤

独
死
、
ま
た
、
介
護
放
棄
な
ど
、
豊
か

な
経
験
や
知
識
が
あ
り
な
が
ら
も
、
年

齢
を
理
由
に
就
業
や
社
会
的
活
動
へ
の

参
加
が
制
限
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
高
齢

者
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
介
護
を
必
要
と

し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
者
の

身
体
的
、
精
神
的
な
虐
待
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
大
き
な
社
会

観
音
菩
薩
像・菩
薩
廟

邑
祖
嘉
左
衛
門
之
墓
と
如
来
石
像

認定番号第ふるさと H23 ー５号
推薦者 　大塚区

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
菊
池
市
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
報
告
書（
２
０
０
９
年
2
月
）の【
高

齢
者
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
】に
お
い

て
も
、
高
齢
者
の
人
権
上
特
に
問
題
が

あ
る
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
「
高
齢
者

を
邪
魔
者
扱
い
に
し
、
つ
ま
は
じ
き
に

す
る
こ
と
」が
55
・
８
㌫
と
最
も
高
い

数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

高
齢
者
の
人
権
に
対
し
、
多
く
の
人
が

問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
「
高
齢
者
虐
待
」と
言
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
肉
体
的
に

暴
力
を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
言
葉
や

態
度
で
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
た
り
、

食
事
を
与
え
な
い
、
世
話
を
し
な
い
な

ど
の
虐
待
。
ま
た
、
勝
手
に
高
齢
者
の

年
金
や
資
産
な
ど
を
使
っ
て
し
ま
う
経

済
的
虐
待
が
含
ま
れ
ま
す
。
中
に
は
性

的
な
嫌
が
ら
せ
（
性
的
虐
待
）な
ど
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
高
齢
者
を
取

り
巻
く
虐
待
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
り
合
っ
て
起
き
て
い
ま
す
。

　
次
の
様
な
虐
待
者
（
介
護
者
）の
要

因
は
、
介
護
疲
れ
・
人
格
や
性
格
・
疾

病
や
障
が
い
・
介
護
に
関
す
る
知
識
不

足
・
排
せ
つ
介
助
の
困
難
・
生
活
苦
な

ど
が
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
を
増
大
し
た

も
の
が
要
因
と
な
っ
て
虐
待
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
間
関
係
の

要
因
は
、
折
合
い
の
悪
さ
・
精
神
的
依

存
・
経
済
的
依
存
な
ど
親
の
老
化
や
認

知
症
に
よ
り
、
家
庭
内
に
お
け
る
精
神

的
、
経
済
的
な
依
存
関
係
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
こ
と
が
要
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
要
因
は
、
認
知

症
に
よ
る
言
動
の
混
乱
や
身
体
的
自
立

度
の
低
さ
な
ど
に
よ
り
、
自
分
の
要
望

を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
結

果
的
に
虐
待
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
者
が
長
年
介
護
に
疲
れ
果
て
、

一
生
懸
命
な
あ
ま
り
、
追
い
詰
め
ら
れ

虐
待
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
場
合
は
、
虐
待
を
し
て
い
る
人

も
被
害
者
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
豊
か
な
気
持
ち
で
幸
せ
に
な
り
た
い

と
い
う
の
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
だ
れ

も
が
抱
く
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
で
高
齢
者
と

の
日
常
的
な
交
流
を
促
進
し
、
高
齢
者

が
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
作
り
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
社
会
に
貢
献
し
た
い
、

働
き
た
い
と
い
う
高
齢
者
は
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
も
社
会
の
構
成

メ
ン
バ
ー
で
す
。
高
齢
者
が
安
心
、
安

全
に
生
き
て
い
け
る
社
会
は
、
全
て
の

人
た
ち
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
社
会
な
の

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

竹細工展
※ 同時開催
　菊池南中学校美術部作品展
期　間　～８月19日（日）
　体験料１作品500円。材料は
用意してありますので、約１時
間程度で気軽に体験できます。

カサバルヤツヤ展（立体絵画）
期　間　8月21日（火）～8月26日（日）
　ペーパースカルプチャー紙が
持つ独特のテクスチャーや、柔
軟に形を変える特性を生かした
作品を７点～16点展示してい
ます。

大智禅師650回御遠忌記念展
期　間　8月28日（火）～9月13日（木）

高校生の地域探索ワークショップ

棚田の風景

菊池市高齢者大学書道クラブ作品展
期　間　８月14日（火）～８月26日（日）
菊池市高齢者大学書道クラブ　西岡史郎
　下手は下手でいい。上手は上手でいい。私たちは人と人
との絆を大切に習っています。ぜひあなたもどうぞ！！

菊池の風景を水彩画で楽しむ
期　間　８月28日（火）　　　
　　　　　　～９月９日（日）
山鹿市美術協会　服部秋彦
　山鹿市美術協会の会員20人
は、昨年から今年にかけて菊池
の風景スケッチをとおして水
彩画で表現しております。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑪

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○26

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０認定番号第ふるさと H23 －６号　

推薦者 　大塚区

産（うぶ）さん滝
地域人権教育指導員

中田武博さん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
料
サ
イ
ト

　

今
月
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
料

サ
イ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
動
画

サ
イ
ト
・
出
会
い
系
サ
イ
ト
・
占
い

サ
イ
ト
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
サ
イ
ト
・
ゲ
ー

ム
サ
イ
ト
な
ど
多
く
の
有
料
サ
イ
ト

が
あ
り
ま
す
。
優
良
な
サ
イ
ト
も
あ

り
ま
す
が
、
中
に
は
無
料
と
い
う
こ

と
で
利
用
を
始
め
て
も
、
す
ぐ
に
有

料
と
な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ポ
イ
ン
ト

を
購
入
し
た
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
番
号
を
登
録
し
た
り
し
て
利
用

料
を
支
払
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
有
料
サ
イ
ト
を
め
ぐ
る

相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
契

約
の
成
立
に
つ
い
て
、
法
律
で
は
操

作
ミ
ス
な
ど
で
申
し
込
ん
で
し
ま
っ

た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
契
約

時
の
画
面
で
契
約
内
容
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
画
面
が
な
い
場

合
は
、
契
約
無
効
の
主
張
が
可
能
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

つ
い
て
多
く
寄
せ
ら
れ
る
内
容
と
し

て
、
年
齢
認
証
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
た
ら
「
登
録
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
利
用
料
金
○
○
○
○
円
を

○
○
時
間
以
内
に
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
表
示
が
出
て
、
慌
て
て

そ
の
サ
イ
ト
を
閉
じ
、
パ
ソ
コ
ン
の

電
源
を
落
と
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
に
接

続
す
る
た
び
に
請
求
画
面
が
現
れ
て

消
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
は
、
芸

能
人
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
会
社
経
営

者
そ
の
他
社
会
的
地
位
が
あ
る
よ
う

な
人
物
を
名
乗
り
、
多
額
の
お
金
を

あ
げ
る
と
言
っ
て
、
連
絡
の
た
め
の

メ
ー
ル
交
換
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

購
入
さ
せ
る
「
サ
ク
ラ
問
題
」
が
あ

り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
は
、
特
定
の
ア

イ
テ
ム
を
揃
え
る
と
貴
重
な
ア
イ
テ

ム
が
当
た
り
、
ゲ
ー
ム
仲
間
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
と
い
う
「
コ
ン
プ
ガ
チ
ャ

問
題
」
が
表
面
化
し
、
消
費
者
庁
が

取
り
上
げ
た
と
た
ん
に
サ
イ
ト
運
営

者
が
自
粛
し
て
し
ま
う
事
態
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
有
料
サ
イ
ト
に
は

巧
妙
な
手
口
で
利
用
者
を
だ
ま
し
て

い
く
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利

用
時
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
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問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
８
月
は
各
種
手
当
の
現
況
届
の
提
出
月

で
す
。
対
象
者
に
は
関
係
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
都
合
に
よ
り
受
付
窓
口
設
置
日
に
提

出
で
き
な
い
人
は
、
提
出
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
か
っ
た
り
遅

れ
た
り
す
る
と
、
次
回
以
降
の
支
給
が
停

止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
所
得
超
過
で
支
給
額
が
０
円
の

人
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象
手
当

①
児
童
扶
養
手
当

②�

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉

手
当

提
出
期
間
（
土
・
日
を
除
く
）

①
８
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈮

②
８
月
13
日
㈪
～
９
月
10
日
㈪

児
童
扶
養
手
当
な
ど

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

受
付
窓
口

①
８
月
15
日
㈬
～
８
月
16
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
本
庁
１
階
小
会
議
室

　
各
総
合
支
所
民
生
課

②
８
月
16
日
㈭
～
８
月
22
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
本
庁
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
民
生
課

問
い
合
わ
せ
先

①
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
４

　
各
総
合
支
所
民
生
課

②
福
祉
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

　
各
総
合
支
所
民
生
課

歯
周
疾
患
検
診
（
歯
と
歯
ぐ
き
の

健
診
）お
口
の
中
は
健
康
で
す
か
？

菊
池
市
教
育
委
員
会
委
員
・
公
平

委
員
会
委
員
の
就
任

　
歯
周
疾
患
に
気
付
か
ず
に
い
る
と
、
歯

を
失
っ
た
り
、
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
や
骨

粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
全
身
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
続
け
、
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
歯
周
病
予
防

　

教
育
委
員
会
委
員
に
佐さ

と
う藤　

証あ
か
し
さ
ん

（
再
任
）、
公
平
委
員
会
委
員
に
吉よ
し
い井
佳か

よ代

さ
ん
（
新
任
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
７
月
８
日
㈰
か
ら
４
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
教
育
委
員
会
委
員　
学
校
教
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
０

・
公
平
委
員
会
委
員　
監
査
事
務
局

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
６

　
中な
か
や
ま山
和か
ず
ゆ
き幸
委
員
（
○泗　
福
本
一
区
）
の

辞
任
に
伴
い
、
上う

え
の野

英え
い
じ二

さ
ん
（
○菊　
袈

裟
尾
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
上
野
委
員

問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
５

熱
中
症
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

農
業
委
員
会
委
員
の
就
任

　
今
年
も
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
熱
中
症

患
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
昨
年
と
同
様
に
電
力
供
給
不
足
に

備
え
た
節
電
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

熱
中
症
の
予
防
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

熱
中
症
と
は　
高
温
、
多
湿
、
風
が
弱
い

な
ど
の
環
境
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
の
調
節
が

う
ま
く
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
起
こ
り
、

重
症
の
場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
予
防
法
や
対
応
法
を
知
っ
て
い
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　
▼
屋
外
で
は

帽
子
や
日
傘
を
用
い
た
り
、
日
陰
を
選
ん

だ
り
し
て
暑
さ
を
避
け
る
▼
喉
が
渇
く
前

に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
取
る
よ
う
心
掛
け

る
▼
運
動
時
は
、
休
憩
を
30
分
に
１
回
程

吉井佳代さん

上野英二さん

佐藤　証さん

度
と
る
よ
う
に
す
る
▼
夜
は
睡
眠
を
十
分

取
る
▼
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
い
の
で
特
に
注
意
す
る
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は　
▼
風
通
し

が
良
く
涼
し
い
場
所
で
休
ま
せ
る
▼
吐
き

気
が
な
け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
で
水

分
を
補
給
す
る
▼
体
温
が
高
い
時
は
、
濡

れ
タ
オ
ル
を
当
て
て
あ
お
ぐ
な
ど
し
て
体

を
冷
や
す
▼
こ
れ
ら
の
処
置
で
改
善
し
な

い
時
は
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ
る
。

　

詳
し
い
情
報
は
、
環
境
省
熱
中
症
予

防
情
報
サ
イ
ト(http://w

w
w
.nies.

go.jp/health/H
eatStroke/)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

は
、
熊
本
県
農
業
共
済
組
合
の
理
事
で
、

任
期
は
平
成
27
年
３
月
21
日
ま
で
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
（
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
）

　
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳

※
対
象
者
に
は
通
知
し
て
い
ま
す
。

期　
間　
８
月
１
日
㈬
～
９
月
29
日
㈯

と
こ
ろ　
市
内
の
指
定
歯
科
医
院

内　
容　
歯
周
組
織
検
査
・
結
果
説
明
・

歯
科
保
健
指
導
な
ど

個
人
負
担
金

・
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳

　
　
　
１
０
０
０
円

・
70
歳　
５
０
０
円

思
い
当
た
り
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
症
状

▼
歯
ぐ
き
が
腫
れ
、
歯
磨
き
を
す
る
と
血

が
出
る
▼
口
臭
が
す
る
▼
朝
起
き
た
時
、

口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る
▼
歯
と
歯
の
間

に
食
べ
物
が
挟
ま
る
▼
歯
が
長
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
▼
糖
尿
病
に
か
か
っ
て

い
る

思
い
当
た
り
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
生
活

▼
歯
磨
き
を
し
て
い
な
い
▼
睡
眠
や
食
事

が
不
規
則
▼
た
ば
こ
を
吸
う
▼
ス
ト
レ
ス

が
多
い

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推
進
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
7
2
1
9

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
、
新
し
い
保

険
証
を
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
簡

易
書
留
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に

留
守
な
ど
で
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
保
険

証
は
、
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

民
生
課
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

窓
口
に
て
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
別
世
帯
の
人
が
受
け
取
ら
れ
る
場

合
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※�

国
民
健
康
保
険
証
（
む
ら
さ
き
色
ま
た

は
水
色
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

（
黄
色
）

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の　
旧
保
険
証

（
ク
リ
ー
ム
色
ま
た
は
緑
色
）
ま
た
は
免

許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
受
け
取
り
に

来
る
人
の
印
か
ん

　
７
月
31
日
で
期
限
切
れ
と
な
る
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

（
水
色
）
を
お
持
ち
の
人
で
、
８
月
１
日

以
降
も
引
き
続
き
認
定
要
件
に
該
当
す
る

人
に
は
、
新
し
い
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
（
黄
色
）
を
保
険

証
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
（
更
新
の

手
続
き
は
不
要
で
す
）
。

　
ま
た
、
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
で
あ
り
、
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
ま
だ
お
持
ち
で
な

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
証
を
送
り
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新

８月の「税」の納期限
８月 31日（金）

問い合わせ先 
　税務課市民税係　☎ 0968(25)7206

　●市県民税　第２期
　●国民健康保険税　第２期
※口座振替を利用している人は、

８月 27 日（月）に振替を行
いますので、残高の確認をお
願いします。

介護予防ミニ講座
高齢者の食生活シリーズ⑧

しっかり食べて、すこやかに
～乳製品を食べましょう～
＜乳製品の栄養のポイント＞
① 炭水化物・タンパク質・脂質・ミネラル・ビタ

ミンなどをバランスよく含んでいる。
② 乳製品に含まれるカルシウムは吸収率が良いの

で、骨粗しょう症予防に効果がある。
③ 豊富に含まれるビタミンＡには活性酸素の発生

を抑え、細胞の老化を防ぐ働きがある。
＜ワンポイント＞
① 牛乳・ヨーグルト・チーズ・アイスクリームな

ど好みの乳製品を、毎日１～２種類食べましょ
う。

② 乳糖不耐症の人（乳製品を食べると腹がゴロゴ
ロする人）で症状が重い場合には、受診の際な
どに医師や薬剤師に伝えておきましょう。乳糖
を含む薬は 2,000 種以上もあります。錠剤を
コーティングしている糖衣や、粉薬の味を調節
する成分に乳糖が含まれていることがありま
す。

問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968（25）7216

い
場
合
は
、
最
寄
り
の
担
当
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
菊
池
ま
る
ご

と
健
康
家
族
７
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

・
各
総
合
支
所
民
生
課

問
い
合
わ
せ
先

・
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
８

・
各
総
合
支
所
民
生
課
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

項　目 内　容 料　金

生活習慣病健診 身体計測・血圧測定・尿検査・心電図検査
血液検査（肝機能、腎機能、血糖、貧血検査など）・内科診察 19 ～ 39 歳 2,000 円

特定健診
（40 ～ 74 歳国保加入者）

身体計測・血圧測定・尿検査・心電図検査
血液検査（肝機能、腎機能、血糖、貧血検査など）・内科診察

40 ～ 69 歳 1,500 円
70 ～ 74 歳　800 円

後期高齢者健診 身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査（肝機能、腎機能、血糖、貧血検査など）・内科診察 75 歳以上　800 円

結核健診 検診車での胸部Ｘ線検査 65 歳以上　無料

肺がん検診
検診車での胸部Ｘ線検査（二重読影） 30 ～ 69 歳　500 円

70 歳以上　200 円

喀痰検査（検診当日、問診で必要な人のみ） 30 ～ 69 歳　800 円
70 歳以上　300 円

胃がん検診 検診車でのバリウムによる胃部Ｘ線検査 30 ～ 69 歳 1,000 円
70 歳以上　500 円

腹部超音波検診 検診車での腹部超音波検査  19 ～ 69 歳 1,500 円
70 歳以上 1,000 円

大腸がん検診 便潜血検査（大腸内視鏡検査ではありません） 30 ～ 69 歳　500 円
70 歳以上　200 円

子宮頸がん検診 検診車での子宮頸部がんの検査 20 ～ 69 歳 1,200 円
70 歳以上　500 円

乳がん検診
検診車での超音波による乳房検査 20 ～ 69 歳 1,000 円

70 歳以上　300 円

検診車でのＸ線 ( マンモグラフィ ) による乳房検査 40 ～ 69 歳 1,000 円
70 歳以上　500 円

※対象年齢は、平成25年３月31日時点での満年齢です。（後期高齢者健診を除く）

役職名 氏　名 フリガナ 役職名 氏　名 フリガナ

理事長 福村　三男 フクムラ　ミツオ 理　事 立山　隆市 タテヤマ　リュウイチ

副理事長 笹本　哲朗 ササモト　テツロウ 理　事 東　　信敏 ヒガシ　ノブトシ

理　事 藤本　憲志 フジモト　ケンシ 理　事 山下　幸進 ヤマシタ　コウシン

理　事 松本　保弘 マツモト　ヤスヒロ 総括監事 櫨川　治士 ハゼカワ　ハルシ

理　事 高木　基充 タカキ　モトミツ 監　事 丸山　和明 マルヤマ　カズアキ

理　事 松原　順正 マツバラ　ジュンセイ 監　事 城　　松徳 ジョウ　マツノリ

選挙区 区　名 氏　名 フリガナ

第
１
選
挙
区
（
水
源
校
区
）

佐野 山瀬　祐一 ヤマセ　ユウイチ
鍋倉 野中　宜正 ノナカ　ヨシマサ

原本村 平井　一雄 ヒライ　カズオ
伊牟田 田村　一弘 タムラ　カズヒロ
長六 渡辺　昭一 ワタナベ　ショウイチ
平山 上谷　豊春 カミタニ　トヨハル
下組 原　　　修 ハラ　オサム
永山 武藤　克弘 ムトウ　カツヒロ
伊野 上田　吉政 ウエダ　ヨシマサ

第
２
選
挙
区
（
迫
間
校
区
）

市野瀬 岩永　光義 イワナガ　ミツヨシ

平野 櫻木　　章 サクラギ　アキラ
戸豊水 本藤　昭二 ホンドウ　ショウジ
西迫間 河原　義臣 カワハラ　ヨシオミ
生味 渡辺　一広 ワタナベ　カズヒロ

滝・黒仁田 川上　幸助 カワカミ　コウスケ
篠倉 東　　順一 ヒガシ　ジュンイチ
金峰 越猪　豊明 オオイ　トヨアキ

第
３
選
挙
区

（
竜
門
校
区
）

染土 原田　高茂 ハラダ　タカシゲ
雪野 米村　文幸 ヨネムラ　フミユキ
雪野 石本　哲也 イシモト　テツヤ
穴川 緒方　啓一 オガタ　ケイイチ

小楠野 冨田　　勉 トミタ　ツトム

第
４
選
挙
区
（
河
原
校
区
）

神鶴 佐藤　俊一 サトウ　シュンイチ

松島 松下　幸一 マツシタ　コウイチ
日向 秋吉　正明 アキヨシ　マサアキ

柿木平 池田　康博 イケダ　ヤスヒロ
中原 佐々　征泰 サッサ　ユキヤス
藤田 山下　寛幸 ヤマシタ　カンコウ

下木庭 永田　正和 ナガタ　マサカズ
上木庭 松原　繁義 マツバラ　シゲヨシ

選挙区 区　名 氏　名 フリガナ

第
５
選
挙
区

（
隈
府
・
城
北
校
区
）

築地 辻　　和博 ツジ　カズヒロ
片角 永田　勝行 ナガタ　カツユキ

袈裟尾 奥田　智博 オクダ　トモヒロ
玉祥寺 田辺　照緒 タナベ　テルオ

遊蛇口２ 立花　冨浩 タチバナ　トミヒロ
稗方 高木　秋博 タカキ　アキヒロ
堀切 宮本　正博 ミヤモト　マサヒロ

第
６
選
挙
区
（
菊
之
池
校
区
）

上西寺 野村　政史 ノムラ　マサフミ
中西寺 冨岡　茂幸 トミオカ　シゲユキ

下西寺 冨岡　誠司 トミオカ　セイジ

下長田 岩下　文人 イワシタ　フミト
南古閑 志水　芳一 シミズ　ヨシカズ

辻 田中　紀雄 タナカ　ノリオ
神来 高山　孝雄 コウヤマ　タカオ
深川 原田　誠也 ハラダ　セイヤ
村田 上野　政雄 ウエノ　マサオ

大琳寺 西山　隆則 ニシヤマ　タカノリ
北宮 田中　昭雄 タナカ　アキオ

第
７
選
挙
区
（
戸
崎
校
区
）

今 永田　清信 ナガタ　キヨノブ
甲森北 宮川　実孝 ミヤガワ　ジッコウ
乙森北 久富貴　正光 クブキ　マサミツ
上古閑 内田　聡行 ウチダ　トシユキ

上赤星 水俣　明宣 ミナマタ　アキノブ

上赤星 大川　保博 オオカワ　ヤスヒロ
下赤星 松永　秋博 マツナガ　アキヒロ

第
８
選
挙
区

（
花
房
校
区
）

上出田 寺本　正和 テラモト　マサカズ
下出田 米川　康雄 ヨネカワ　ヤスオ
広瀬 福嶋　康夫 フクシマ　ヤスオ

植古閑 吉田　利明 ヨシダ　トシアキ
木柑子 岩崎　明徳 イワサキ　アキノリ

検診日 該当地区
８月１日㈬ 南古閑、北古閑、野間口、東原、上西寺、北宮

２日㈭ 南山手、上住吉、南住吉、富納、永、永出分、小川、九の峰、姫井、楠原
３日㈮ 桜山一、桜山二、桜山三、桜山四、桜山五、桜山六、桜山七、桜山八、桜山九、北桜ケ水、南桜ケ水、湯舟、平、高柳、高柳住宅、あさひが丘
４日㈯ 岩本住宅、岩本、伊萩、妻越、片川瀬、尾足、大迫、小原、津留、新明団地
５日㈰ 片角、袈裟尾、切明、飛熊、北住吉、永南、田吹、村吉
６日㈪ 西迫間、東迫間、遊蛇口、三万田、久米一、高江出分、高江、福本一、福本団地、東原団地
７日㈫ 栄町、立石、北原、元村、上橋田、下橋田、七城松島、小野崎、打越、大尺、新村
８日㈬ 築地、亘、五海、砂田西団地、間所、菰入、甲佐町、雇用促進住宅、新古閑、清水
９日㈭ 久米二、竹の下、薬師、上高江、福本二、蟹穴、羽根木、西郷、西郷従業員住宅、荒牧、加恵、本村、七城田中、戸田島

10 日㈮ 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、瀬戸口、台、高田、内島、林原、梶迫、板井、前川、岩瀬、宮園
11 日㈯ 富の原中央、富の原台、富、泗水田中、富出分、小木、稗方、堀切、玉祥寺
12 日㈰ 高野瀬、七坪、市野瀬、中野瀬、戸豊水、神来

９月６日㈭ 迫田団地、堂迫団地、朝日団地、北原団地、鉾の甲、柏、伊野、杉生、古川、滝黒仁田、伊倉
７日㈮ 富の原一、富の原西、永山、立門、木護、生味、木佐木、金峰、道園、篠倉、茂藤里、戸豊水（中尾）、大柿、菊池平野
８日㈯ 上古閑、甲森北、乙森北、今、上赤星、下赤星、泗水平野、井戸方、泗水佐野、糠泉、辰頭東団地、辰頭西団地
９日㈰ 川辺南、川上、川下、出分、高永、伊坂住宅、伊坂、田島一、田島二、田島団地、猪の目、岡

10 日㈪ 富の原東、富の原北、穴川、鳳来、龍門１、長野、寺小野、染土、雪野、太田
11 日㈫ 東正観寺、西正観寺、大琳寺、中西寺、下西寺、辻、上長田、下長田、大塚
12 日㈬ 村田、深川、迎町、中央通、横町、立町、正院町、上町、中町、下町
13 日㈭ 植古閑、広瀬、花房台、伊牟田、戸城、日生野、原細永、鍋倉、菊池佐野、上木庭、下木庭
14 日㈮ 岩平、塚原、長六、下組、神鶴、菊池松島、柿木平、日向、中原、藤田、木柑子、上出田、下出田

※指定された日程で都合の悪い人や、まだ申し込みをしていない人はお問い合わせください。
※受付時間は午前７時から午前10時30分ですが、混雑を避けるため、申し込みを基に時間を指定しています。
※当日は、会場まで送迎バスを用意しています。

　複合健診は、特定健診、後期高齢者健診、生活習慣病
健診および各種がん検診を同じ日に同じ会場で受けるこ
とができる健診です。５月に実施した健診希望調査を基
に複合健診を実施します。健診を申し込んだ人には問診
票などを７月中旬に送付しています。申し込みを忘れた
人や転入された人も受診できますので、詳しくはお問い
合わせください。

　菊池市土地改良区の役員・総代が変わりました。氏名
は下表のとおりです。
▼役員　任期　６月３日～平成28年６月２日

※ 名義変更および農地の移動などがあった場合は、土地
改良区まで届出をお願いします。

▼総代　任期　５月15日～平成28年５月14日

▼健診項目・料金　健診会場　菊池養生園（菊池広域保健センター）

▼健診日程

　菊池市国民健康保険以外（社会保険など）の加入者は、
加入している医療保険者が菊池養生園を健診機関として
指定している場合のみ、特定健診を受診することができ
ます（受診券と保険証を持参）。詳しくは加入先の医療
保険者（勤め先など）にお尋ねください。
　なお、生活習慣病健診と各種がん検診は、加入中の医
療保険に関係なく受診できます。

問い合わせ先　健康推進課　☎0968（25）7219
　　　　　　　各総合支所民生課

問い合わせ先　菊池市土地改良区　☎0968（25）2272始まります！今年の複合健診（集合健診） 菊池市土地改良区の役員・総代改選
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

公共事業入札の公表
入札 ( 開札 ) 日：６月 13 日

番
号 工事名 工事場所 落札者

落札額
落札率 指名

業者数
事業

担当課予定価格

① 平成 24 年度桜山九区地内配水管布設
替工事 泗水町永 ㈲赤星設備

28,707,000
97.0% 11 水道局

29,597,400

② 平成 24 年度桜山五区地内配水管布設
替工事 泗水町永 ㈲磧上水道

21,420,000
96.8% 11 水道局

22,136,100

③ 平成 24 年度業務クライアント機種変
更委託 隈府外 西日本電信電話

㈱熊本支店
23,964,150

91.1% 7 企画振興課
26,300,000

※落札額が 1 千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課で閲覧できます。

（税込・円）

林
業
労
働
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害
防
止

森
林
経
営
計
画
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

通
貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
ま
す

電
気
工
事
は
電
気
工
事
店
へ
！

無
料
招
待
券
を
も
ら
っ
て
「
ロ
ア

ッ
ソ
熊
本
」
を
応
援
し
よ
う
！

家
屋
評
価
、
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
す

道
路
へ
の
倒
木
、
枝
の
張
り
出
し

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
林
業
の
労
働
安
全
や
労
働
災
害
の
な
い

明
る
い
職
場
作
り
の
た
め
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
死
亡
災
害
の
発

生
率
が
高
い
、
伐
倒
、
元
玉
、
肩
担
ぎ
、

枝
切
り
、
投
げ
倒
し
な
ど
、
か
か
り
木
の

処
理
は
十
分
な
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
熱
中
症
や
蜂
刺
さ
れ
に

つ
い
て
も
注
意
し
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　
▼
屋
外
で
は

帽
子
を
か
ぶ
る
▼
水
分
を
こ
ま
め
に
取
る

▼
日
陰
を
利
用
す
る
▼
汗
を
た
く
さ
ん
か

　
普
通
期
水
稲
の
出
穂
・
開
花
期
の
農
薬

散
布
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量
死
亡
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
点　
▼
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注

意
事
項
を
よ
く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影

響
の
あ
る
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に

注
意
す
る
▼
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
す

る
▼
防
除
時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認

し
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な

い
よ
う
注
意
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
１

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
森
林
経
営
計
画

制
度
は
、
山
林
を
面
的
に
ま
と
め
る
こ
と

で
、
よ
り
効
率
的
な
山
林
経
営
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
経
営
が
難
し

い
場
合
で
も
、
地
元
の
森
林
組
合
な
ど
に

経
営
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
計
画
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
間
伐
な
ど
の
実
施
に
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
経
費
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

　
税
関
で
は
、
次
の
通
貨
や
証
券
類
を
お

返
し
し
て
い
ま
す
。

・�

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た

人
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に

預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

・�

外
地
の
集
結
地
で
、
総
領
事
館
や
日
本

人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の

　

半
数
以
上
は
返
還
の
申
し
出
が
な
く
、

現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

返
還
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
も
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

素
人
工
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
工
事
は
、

電
気
工
事
士
の
資
格
を
持
っ
た
人
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
素
人
が
工
事
を
す
る
と
、
感
電
や

電
気
火
災
の
原
因
に
も
な
り
非
常
に
危

険
で
す
。
安
全
で
便
利
に
使
用
で
き
る

屋
内
配
線
は
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、
一
度
に

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
を
J
１
へ

　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
観
戦
に
行
く
機
会
の
少

な
い
人
に
も
一
度
ス
タ
ジ
ア
ム
で
そ
の
雰

囲
気
や
生
観
戦
の
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
無
料
の
招
待
券

（
Ａ
席
：
一
般
）
を
配
布
し
ま
す
。
こ
の

対
象
家
屋　
平
成
24
年
１
月
２
日
か
ら
平

成
25
年
１
月
１
日
ま
で
に
完
成
ま
た
は
完

成
予
定
の
新
築
、
増
築
、
改
築
お
よ
び
解

体
を
行
っ
た
家
屋
。

※�
簡
易
な
倉
庫
・
納
屋
・
車
庫
・
畜
舎
な

ど
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

解
体
し
た
家
屋
が
あ
る
場
合
は
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
解
体
の
登
記
ま
た

は
届
出
書
の
提
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、

誤
っ
て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
地
調
査　
対
象
家
屋
の
所
有
者
へ
事
前

に
通
知
し
ま
す
。
通
知
書
に
記
載
し
て
あ

る
日
時
で
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
評
価
の
際
は
、
押

入
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
な
ど
の
内
側
の
材
質

も
確
認
し
ま
す
。

準
備
す
る
物　
間
取
り
の
分
か
る
設
計
書
、

平
面
図
、
契
約
書
、
登
記
事
項
証
明
書
、

印
か
ん

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
７
２
０
７

　
個
人
の
敷
地
か
ら
道
路
や
歩
道
へ
の
倒

木
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
や
枝
が
張
り
出
し

て
い
る
な
ど
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
箇
所
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
に
起
因
し
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
（
民
法
第
７
１
７
条　
土
地

樹木の枝の張り出し

マスコットキャラクター
ロアッソくん

の
工
作
物
の
占
用
者
及
び
所
有
者
の
責

任
）。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
樹
木
の
所
有

者
に
は
、
樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
と
も
普
段
の
管
理
は
も
と

よ
り
、
強
風
や
大
雨
の
時
な
ど
は
、
特
に

注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
土
木
課
管
理
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
１

い
た
と
き
は
、
塩
分
の
補
給
（
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
な
ど
）
を
す
る
。

熱
中
症
対
応
の
ポ
イ
ン
ト　
▼
体
の
異
常

を
感
じ
た
ら
、
涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る

▼
衣
服
や
衣
類
を
緩
め
て
、
体
を
楽
に
す

る
▼
体
な
ど
に
水
を
掛
け
た
り
、
濡
れ
タ

オ
ル
を
当
て
て
あ
お
い
だ
り
し
て
体
を
冷

や
す
。
太
い
血
管
の
あ
る
脇
の
下
、
首
、

足
の
付
け
根
、
股
の
間
を
冷
や
す
と
効
果

的
。

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
1
0
3
9

機
会
に
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
試
合
を
観
戦
し

ま
せ
ん
か
？

と　
き　
８
月
26
日
㈰
午
後
５
時
入
場

　
　
　
　
午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
（
K
K
W
I
N
G
）

試　
合　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本　
Ｖ
Ｓ

　
　
　
　
カ
タ
ー
レ
富
山

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人

配　
布　
社
会
体
育
課
ま
た
は
教
育
部
各

分
室
へ
直
接
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

配
布
は
１
人
２
枚
ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
が
無

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
未
就

学
児
の
子
ど
も（
小
学
生
未
満
）は
チ
ケ
ッ

ト
な
し
で
観
戦
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
税
関
監
視
部
統
括

監
視
官
（
第
１
部
門
）

　
☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

流
す
こ
と
が
で
き
る
電
流
の
量
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
な

ど
を
使
っ
て
タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
る

と
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
電
流
が
流

れ
、加
熱
し
て
危
険
で
す
。
電
化
製
品
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接
使
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
九
州
電
気
保
安
協
会

　

☎
０
９
２
（
７
１
１
）
０
０
５
６

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
７
月
号
19
ペ
ー
ジ
「
平
成

24
年
度
国
民
健
康
保
険
税
」
の
記
事
で
、

（
表
１
）
支
援
金
分
の
課
税
限
度
額
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

誤　
１
万
４
０
０
０
円

正　
14
万
円
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
各
減
額
制
度
を
受
け
る
に
は
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
改
修
に
係
る
減
額　

◆�

対
象　

・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
在
す

る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

・�

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
30
万
円
以

上
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅

・
窓
の
断
熱
改
修
工
事
は
必
須

・
太
陽
光
発
電
で
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
申
請
期
間

　
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内

耐
震
改
修
に
係
る
減
額　

◆
対
象　

・�

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所
在
す

る
住
宅

・�

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
30
万
円
以

上
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅

◆
申
請
期
間

　
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
係
る
減
額

◆
対
象

・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
在
す

る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

・�

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
30
万
円
以

上
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅

◆
申
請
期
間

　
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内

要　
件

・�

隈
府
中
央
地
区
に
建
設
整
備
す
る
場
合

（
ま
ち
な
か
居
住
を
主
な
目
的
と
し
て

い
る
た
め
）

・�

新
築
ま
た
は
既
存
の
賃
貸
住
宅
の
ス

ロ
ー
プ
や
手
す
り
な
ど
高
齢
者
に
配
慮

し
た
整
備

内　
容　
補
助
対
象
工
事
費
の
３
分
の
２

と
し
、
２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

　
地
震
時
の
緊
急
輸
送
道
路
（
避
難
所
ま

で
の
通
行
を
確
保
す
べ
き
道
路
＝
国
道

　
市
内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
部
活
動

な
ど
の
学
校
教
育
活
動
と
は
別
に
、
各
大

会
の
予
選
を
経
て
、
県
代
表
と
し
て
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
る
場
合
に
限
り
児
童
生

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
海
外
で
の
身
分
証
明
書

で
す
。
海
外
旅
行
で
は
必
ず
所
持
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
窓
口
は
、
住
民

登
録
の
あ
る
市
町
村
で
す
。
県
庁
旅
券
窓

口
で
は
、
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
パ
ス
ポ
ー

ト
は
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
、
約
２
週

間
か
か
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
な
ど
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
市
民
課
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
パ
ス
ポ
ー

ト
」
で
検
索
！　

http://w
w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
県
国
際
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
６
０

補
助
要
件　
多
数
の
人
が
利
用
し
、
本
市

の
区
域
内
に
存
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の
付

属
す
る
電
気
室
、
機
械
室
な
ど
で
あ
っ

て
、
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
も
の
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内　
容　
吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な

ど
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
２
と
し
、

２
０
０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

申
請

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す

高
齢
者
に
優
し
い
賃
貸
住
宅
の
整

備
費
用
を
補
助
し
ま
す

耐
震
診
断
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

児
童
生
徒
の
全
国
大
会
出
場
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
お
早
め
に
！

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費
用
を

補
助
し
ま
す

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
減
額

◆�

対
象　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

築
し
た
認
定
長
期
優
良
住
宅

◆
申
請
期
間

　
新
築
し
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
７

３
８
７
号
・
国
道
３
２
５
号
な
ど
）
確
保

の
た
め
、
沿
道
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
費

用
に
対
し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件　
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
に
あ
る

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
建

築
物
で
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
に
よ
り
そ
の

道
路
を
閉
塞
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。

内　
容　
耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
の
３

分
の
２
を
上
限
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
整
備
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

徒
１
人
当
た
り
上
限
２
万
円
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
全

国
大
会
出
場
前
に
、
学
校
教
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
校
教
育
活
動
に
対
す
る
補
助

は
、
各
学
校
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　
学
校
教
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
０

手
続
き
は
お
早
め
に

だ
モ
ン
！

熊本県マスコット
くまモン

　
11
月
期
申
出
書
の
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
充

て
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

や
、
農
振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た

い
場
合
に
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
締
切
日　
10
月
3
日
㈬

※�

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直

し
作
業
中
の
た
め
、
除
外
の
手
続
き
が

通
常
よ
り
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

了
承
の
上
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　
農
林
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
１

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
自
ら
実
践

す
る
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
、
経
費
の
一

部
を
補
助
し
、
市
が
進
め
る
豊
か
な
水
と

緑
、
光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

４
つ
の
対
象
事
業

①�

地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業　
▼
自
然

や
生
活
環
境
の
整
備
▼
住
民
の
安
全
確

保
や
防
災
の
た
め
の
整
備
▼
優
れ
た
風

景
の
整
備

※�

掲
示
板
な
ど
の
設
置
、
景
観
整
備
、
公

園
の
整
備
な
ど

②�

地
域
づ
く
り
活
動
事
業　
▼
自
然
や
生

活
環
境
の
保
全
活
動
▼
住
民
の
安
全
や

防
災
の
た
め
の
活
動
▼
住
民
の
融
和
・

健
康
・
福
祉
を
増
進
す
る
活
動

※�

里
山
整
備
活
動
、
防
災
訓
練
、
交
通
安

全
教
室
、
地
域
の
祭
り
な
ど

③�

人
材
育
成
事
業　
▼
国
、
県
な
ど
が
実

施
す
る
事
業
へ
の
参
加
▼
先
進
地
の
活

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
（
除
外･

編
入
）
申
出
書
を
受
け
付
け
ま
す

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体
な

ど
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

動
視
察
研
修

※�

地
域
づ
く
り
講
習
会
へ
の
参
加
、
地
域

づ
く
り
先
進
地
研
修
な
ど

④�

菊
池
遺
産
の
保
護
お
よ
び
活
用
に
関
す

る
事
業

※
修
復
に
伴
う
原
材
料
費
な
ど

補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

・�

各
行
政
区
や
こ
れ
に
準
ず
る
団
体
、
ま

た
そ
の
集
合
体

・�

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
10

人
以
上
の
団
体
（
た
だ
し
、
規
約
な
ど

で
地
域
づ
く
り
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

補
助
率
・
限
度
額

①�

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
40
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

②�

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

③�

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
10
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

④�

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２
以
内

で
、
40
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

注
意
事
項

・�

国
、
県
、
市
や
そ
の
他
の
事
業
の
助
成

を
受
け
た
（
受
け
る
）
場
合
は
、
こ
の

補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

・�

②
の
地
域
づ
く
り
活
動
事
業
は
、
継
続

し
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
同
一

事
業
は
、
補
助
期
間
が
３
年
と
な
り
ま

す
。

・�

４
つ
の
事
業
の
補
助
対
象
経
費
は
、
そ

れ
ぞ
れ
内
容
が
違
い
ま
す
の
で
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
補
助

募
集

対
象
施
設　
菊
池
市
四
季
の
里
旭
志

　
熊
本
県
菊
池
市
旭
志
麓

　
２
９
３
４
番
地
10

 

指
定
期
間
（
指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
を

管
理
す
る
期
間
）　

　
平
成
25
年
４
月
１
日

　
～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

応
募
資
格　
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
個
人

で
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

選
定
方
法

　
指
定
管
理
候
補
者
選
定
委
員
会
で
審
査

し
、
評
点
が
最
も
高
い
申
請
者
を
選
定
意

見
と
し
て
最
終
的
に
市
で
選
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
市
議
会
の
指
定
の
議
決
を
経
た
う

え
で
、
市
と
指
定
管
理
者
で
協
定
を
結

び
、
管
理
運
営
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

募
集
要
項
配
付
期
間

　
８
月
１
日
㈬
～
８
月
15
日
㈬

　
募
集
要
項
は
商
工
観
光
課
で
配
付
し
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

説
明
会　
８
月
16
日
㈭

質
問
受
付
期
間

　
８
月
17
日
㈮
～
８
月
24
日
㈮

応
募
受
付
期
間

　
８
月
17
日
㈮
～
８
月
31
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
３

菊
池
市
四
季
の
里
旭
志
の

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す

金
申
請
書
な
ど
関
係
書
類
を
添
え
て
、
企

画
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
振
興

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
０
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
専
門
の
指
導
者
の
下
、
学
校
体
育
全
般
、

運
動
能
力
を
向
上
さ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
体
育
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
、
大

歓
迎
で
す
。
無
料
体
験
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
の
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
幼
児
・
児
童

と　
き　
土
曜
日
（
毎
月
２
～
３
回
）

　
幼
児　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
～
午
前
10
時
30
分

　
児
童　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
～
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
７
２
３
４

平
成
23
年
度
標
語
作
品

　
「
投
票
日　
あ
な
た
の
意
思
を

　
伝
え
る
日
」

　
七
城
中
学
校　
田た
し
ろ代
華は
な
こ子
さ
ん

 

ポ
ス
タ
ー
の
部

・
テ
ー
マ　
「
明
る
い
選
挙
」

・�

サ
イ
ズ�

画
用
紙
の
四
ツ
切
（
5
4
2

㍉
×
3
8
2
㍉
）
、
八
ツ
切
（
3
8
2

㍉
×
2
7
1
㍉
）
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
大
き
さ
の
も
の
。

・
対
象
者　
小
学
生
～
高
校
生

※�

裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年

を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

習
字
の
部

・
テ
ー
マ

　
小
３
「
未
来
」　
小
４
「
政
治
」

　
小
５
「
投
票
」　
小
６
「
選
挙
」

　
中
１
「
義
務
」　
中
２
「
国
民
主
権
」

　
中
３
「
地
方
自
治
」

・
サ
イ
ズ　
和
半
紙
（
33
㌢
×
24
㌢
）

・
対
象
者　
小
学
生
～
中
学
生

※�

和
半
紙
左
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

標
語
・
４
コ
マ
漫
画
の
部

・�

テ
ー
マ　
「
有
権
者
（
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
）
に
選
挙
の
大
切
さ
を

伝
え
る
」
も
の
、
ま
た
は
「
明
る
い
選

挙
」
を
呼
び
か
け
る
も
の
。

・
対
象
者　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

・�

応
募
方
法　
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
総

合
支
所
総
務
振
興
課
に
あ
る
応
募
用
紙

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応

菊
池“
ゆ
”っ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

体
育
教
室
参
加
者
募
集
！

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
菊
池
市
海
外
研
修
生
の
会
で
は
、
韓
国

と
の
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
ソ
ウ
ル
市
民
と
の
交
流
会
な

ど
、
観
光
旅
行
で
は
味
わ
え
な
い
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

訪
問
先　
韓
国
（
ソ
ウ
ル
）

日　
程　
10
月
25
日
㈭
～
10
月
29
日
㈪

　
　
　
　
４
泊
５
日

応
募
資
格

①�

市
内
に
居
住
し
、
平
成
24
年
4
月
現
在

　
菊
池
の
魅
力
を
伝
え
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
あ
な

た
も
菊
池
の
魅
力
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の

人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
８
月
24
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

講
座
日
程

　
１
回
目　
９
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
２
回
目　
11
月
13
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

内　
容　
講
座
１
回
目
で
は
「
菊
池
の
史

Ｐ
Ｑ
モ
デ
ル
事
業
と
は
？　
実
需
者
な
ど

と
の
契
約
取
引
に
係
る
野
菜
生
産
に
つ
い

て
、
豊
作
ま
た
は
不
作
に
よ
り
、
当
初
の

予
定
収
入
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、

そ
の
収
入
減
の
一
部
に
つ
き
交
付
金
を
交

付
す
る
事
業
で
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て

過
去
３
年
間
の
取
引
実
績
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
交
付
金
に
応
じ
て
積
立
金
を
専

　

菊
池
の
歴
史
、
文
化
財
な
ど
を
見
て
、

触
れ
て
、
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
・
講
座
名

①
９
月
20
日
㈭　
菊
池
五
山
巡
り

②
11
月
14
日
㈬

　
菊
ま
つ
り
と
菊
池
の
街
中
巡
り

募
集
人
数　
20
人
（
先
着
）

応
募
条
件　
①
②
を
受
講
で
き
る
人

受
講
料　
１
０
０
０
円

※
昼
食
代
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
初
回
講
座
の
際
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
市
長
公
室
国
際
交
流
係
ま
で
、

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

申
込
期
限　
８
月
24
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
市
長
公
室
国
際
交
流
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
25
）
２
３
２
２

国
際
交
流
研
修
生
募
集

菊
池
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
者
募
集
！

契
約
野
菜
収
入
確
保
（
Ｐ
Ｑ
）
モ
デ

ル
事
業
に
係
る
事
業
実
施
主
体
候
補

者
を
公
募
し
ま
す

き
く
ち
楽
習
大
学
受
講
生
募
集
！

体育教室

高
校
生
以
上
の
人

②�

健
康
で
協
調
性
に
富
み
、
研
修
計
画
に

従
っ
て
規
律
あ
る
研
修
お
よ
び
団
体
活

動
が
で
き
る
人

③�

研
修
後
、
10
年
間
は
海
外
研
修
生
の
会

に
会
員
と
し
て
入
会
し
、
事
後
活
動
が

行
え
る
人
（
年
会
費
２
０
０
０
円
）

※�

未
経
験
者
を
優
先
し
ま
す
が
、
過
去
に

同
種
の
海
外
研
修
経
験
の
あ
る
人
も
可
。

募
集
期
限　
　
９
月
７
日
㈮

個
人
負
担
額　
５
万
円
程
度

募
集
人
員　
　
９
人

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
日
程
・
費
用
な
ど
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
菊
池
市
海
外
研

修
生
の
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
２

跡
め
ぐ
り
」
と
題
し
て
、
七
城
・
泗
水
・

旭
志
の
史
跡
な
ど
現
地
を
訪
ね
な
が
ら
学

び
ま
す
。（
バ
ス
移
動
）

参
加
費
用　
１
０
０
０
円
（
弁
当
付
）

募
集
人
員　
20
人

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
菊
池
観
光
協
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

用
口
座
へ
積
み
立
て
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
契
約
期
間
終
了
後
は
払
い

出
し
可
能
で
す
）

公
募
期
限　
８
月
20
日
㈪

対
象
品
目　
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
ニ
ン

ジ
ン
、
ネ
ギ
、
サ
ト
イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
7
品
目

対
象
と
な
る
契
約　
秋
冬
野
菜
（
取
引
の

開
始
日
が
10
月
１
日
以
降
）
の
契
約

応
募
方
法　
農
畜
産
業
振
興
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.alic.go.jp

）

で
要
領
を
確
認
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
独
立
行
政
法
人
農
畜
産

業
振
興
機
構（
野
菜
事
業
部
直
接
契
約
課
）

　
☎
０
３
（
３
５
８
３
）
９
８
１
６

「
ゆ
い
・
サ
ポ
ー
ト
」
と
は

　
多
様
な
障
が
い
の
特
性
や
、
必
要
な
配

慮
を
理
解
し
て
、
特
別
な
技
術
を
習
得
し

て
い
な
く
て
も
、
日
常
生
活
で
障
が
い
の

あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
時
に
、
ち
ょ
っ
と

し
た
手
助
け
を
し
ま
す
。

と　
き　
９
月
29
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対　
象　
菊
池
圏
域
に
住
ん
で
い
る
人

※�

受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ッ
ジ
を
差

し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
指
定
相
談
支
援
事
業
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
う
す　
明
日

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
6
6
0
1

ゆ
い
・
サ
ポ
ー
ト
養
成
研
修

参
加
者
募
集
！

選挙マスコット
めいすいくん

みんなの応募
待ってるよ！ 募

用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

共
通
事
項

・
応
募
期
限　
９
月
７
日
㈮

・�

表
彰
そ
の
他　
入
賞
者
に
は
記
念
品
・

賞
状
を
贈
呈
し
ま
す
。
平
成
25
年
１
月

頃
に
表
彰
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

・
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
0
9
6
8
（
25
）
7
2
0
1

・
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

　
戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
現
地
で
慰
霊
追
悼

を
行
い
、
現
地
の
人
と
の
友
好
親
善
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
域

・�
広
域
地
域　
▼
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
▼

中
国
▼
マ
リ
ア
ナ
諸
島
▼
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
▼
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
▼

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
▼
パ
ラ
オ
諸
島
▼
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
▼
ミ
ャ
ン
マ

戦
没
者
の
眠
る
地
で
慰
霊
追
悼
を

ー
▼
台
湾
・
バ
ジ
ー
海
峡
▼
イ
ン
ド

・�

特
定
地
域　
▼
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
▼

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
▼
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島

参
加
費　
９
万
円
（
集
合
場
所
ま
で
の
交

通
費
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

申
込
方
法　
熊
本
県
遺
族
会
事
務
局
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
６
９
２
５

※�

日
程
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

と　
き　
９
月
３
日
㈪
～
２
週
間
程
度

と
こ
ろ　
菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　
８
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
（
学
生
は
除

く
）

チ
ー
ム　
地
域
、
職
場
な
ど
自
由

参
加
料　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

申
込
期
限　
8
月
17
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

第
14
回
熊
日
旗
菊
池
市
民
ナ
イ
タ
ー

野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
！
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

市
民
の
広
場

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知
ら
せ

た
い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
16
文
字
×
18
行
ま

で
掲
載
で
き
ま
す
。

　
投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
編

集
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
０

３
Ｂ
体
操
七
城
会
員
募
集

　
楽
し
く
無
理
を
せ
ず
、
自
分
に
合
っ
た

運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
３
Ｂ
体
操
の

特
徴
は
、
３
種
の
手
具
の
助
け
を
借
り
て

体
を
動
か
し
ま
す
。
心
地
良
い
運
動
で
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
美
し
く
！

と　
き　
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
七
城
町
体
育
館（
加
茂
川
公
園
内
）

会　
費　
月
２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
大お

お
し
ま島

　
☎
０
９
０
（
３
４
１
０
）
５
３
０
０

地
元
の
「
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

①
サ
ン
タ
ー
ナ
Ｓ
Ｃ　

　
対　
象　
年
中
～
小
学
６
年
生

　
練
習
日　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

②
Ｂブ

リ

ッ

ツ

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｚ
菊
池
Ｆ
Ｃ　

　
対　
象　
年
中
～
小
学
６
年
生

　
練
習
日　

�

毎
週
月
～
金
曜
日
（
週
２
～

４
回
）

③
Ｅエ

ス

ポ

ア

ー

ル

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｒ

　
対　
象　
中
学
１
～
３
年
生

　
練
習
日　

�

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
（
週

３
回
）

※�

練
習
場
所
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
①
③
清き

よ
は
ら原

　
☎
０
９
０
（
２
７
１
０
）
９
９
９
４

　
②
③
永な

が
た田

　
☎
０
８
０
（
５
８
０
０
）
９
５
７
６

ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト
』

　
「
未
病
の
里　

菊
池
」
を
目
指
し
て
、

み
ん
な
で
ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
ま
す
。
お
一
人
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

と　
き　
８
月
21
日
㈫
（
毎
月
第
３
火
曜

日
）　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ヨ
ー
ガ
は
無
料
で
す
が
、
施
設
使
用
料

（
無
料
～
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト　
田た

し
ろ代

　
☎
０
９
６
８
（
26
）
４
４
４
９

　
☎
０
９
０
（
２
０
８
９
）
７
２
１
４

募集種目 資格 受付期間 試験期日 最終合格発表

自衛官
候補生

男
子 18 歳以上

27 歳未満の者

８月１日㈬
～９月４日㈫ ９月 17 日㈪ 採用候補者発表

11 月９日㈮

女
子

８月１日㈬
～９月７日㈮

９月 25 日㈫
９月 26 日㈬

採用候補者発表
11 月９日㈮

一般曹
候補生

18 歳以上
27 歳未満の者

８月１日㈬
～９月７日㈮

１次　９月 17 日㈪
11 月 9 日㈮２次　10 月４日㈭

　  ～ 10 月 11 日㈭

航空学生 高卒（見込含）
21 歳未満の者

８月１日㈬
～９月７日㈮

１次　９月 22 日㈯
平成 25 年

1 月 18 日㈮２次　10 月 13 日㈯
　  ～ 10 月 18 日㈭

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
自
衛
隊
熊
本
地

方
協
力
本
部
菊
池
分
駐
所

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
２
７
７
２

自
衛
官
募
集

職　
種　
①
警
察
官
Ｂ　
②
警
察
事
務

受
付
期
間　
８
月
６
日
㈪
～
８
月
24
日
㈮

第
１
次
試
験
日
・
内
容

①
10
月
14
日
㈰　
教
養
・
作
文

警
察
職
員
採
用
試
験

②
９
月
23
日
㈰　
教
養
・
適
性

第
２
次
試
験
日
・
内
容

①
体
力　
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　
面
接　
11
月
17
日
㈯
～
11
月
20
日
㈫

②
作
文　
10
月
20
日
㈯

　
面
接　
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

合
格
発
表　

・
第
１
次
試
験

　
①
10
月
下
旬　
②
10
月
上
旬

・
第
２
次
試
験

　
①
11
月
下
旬　
②
11
月
上
旬

受
験
資
格

①�

18
歳
～
27
歳
の
人
（
昭
和
60
年
４
月
２

日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
、

か
つ
警
察
官
Ａ
の
学
歴
要
件
に
該
当
し

な
い
人

②�

18
歳
～
21
歳
の
人
（
平
成
３
年
４
月
２

日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
。

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人
を
含
む
）
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
警
察
署

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
０
１
１
０

　
今
回
は
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ぜ
ひ
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
10
月
７
日
㈰
少
雨
決
行

　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
現
地
集
合

と
こ
ろ

　
玉
名
市
岱
明
町
鍋
松
原
海
水
浴
場

菊
池
川
キ
ッ
ズ
探
検
隊

～
家
族
で
地
引
網
～

募
集
人
員　
家
族
20
組

参
加
費　
父
２
０
０
０
円

　
母
１
５
０
０
円
、
中
高
生
１
０
０
０
円

　
小
学
生
５
０
０
円
、
幼
児
無
料

申
込
期
限　
９
月
７
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

保　
険　
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
が
、
け

が
・
事
故
な
ど
の
際
は
保
険
の
範
囲
内
で

了
承
願
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
キ
ッ
ズ
探
検
隊

事
務
局　
①
立
山　
②
村
上

①
☎
０
９
０
（
７
３
９
８
）
１
６
２
７

②
☎
０
９
０
（
１
９
７
６
）
１
３
２
０

相
談

　
身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
、
そ
の
ご

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
相
談
員
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

身
体
障
が
い
者
相
談
員

・
宮み

や
も
と本
勝か

つ
ひ
ろ博　
○泗

　
☎
0
9
6
8
（
38
）
3
5
1
2

・
黒く

ろ
だ田　

章あ
き
ら　
○菊

　
☎
0
9
6
8
（
24
）
5
7
3
2

・
松ま

つ
な
が永
孝た

か
ゆ
き行　
○旭	

　
☎
0
9
6
8
（
37
）
2
2
7
0

知
的
障
が
い
者
相
談
員

・
崎さ

き
む
ら村
弥や

よ
い生　
○菊

　
☎
０
９
０
（
8
4
1
9
）
4
8
8
7

※�

相
談
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
３

身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家

族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

お
悩
み
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
、「
も
の

忘
れ
相
談
」を
行
い
ま
す
。専
門
の
医
師
・

職
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。
ご
家
族
だ

け
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
28
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

と　
き　
８
月
27
日
㈪
～
8
月
31
日
㈮

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

　
次
の
よ
う
な
相
談
・
苦
情
を
お
持
ち
の

人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

お
悩
み
に
専
門
委
員
（
弁
護
士
と
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
が
適
切
に
対
処
し
ま
す
。

　
な
お
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
・
苦
情
の
例　
▼
夫
や
妻
、
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
▼
セ
ク

シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い

る
▼
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら

せ
を
受
け
て
い
る
（
裁
判
や
係
争
中
の
事

案
な
ど
に
つ
い
て
は
調
査
し
ま
せ
ん
）
▼

市
が
実
施
す
る
施
策
で
男
女
共
同
参
画
の

　
予
約
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

・
８
月
９
日
㈭　
午
前
10
時
～
正
午

　
七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

・
８
月
22
日
㈬	

午
前
10
時
～
正
午

　
旭
志
公
民
館

・
８
月
23
日
㈭　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
泗
水
総
合
支
所
２
階

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
１
１
１

　
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

　
身
体
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
相

談
日
を
設
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。

　
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
22
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階
相
談
室

対　
応　
身
体
障
が
い
者
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
議
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
５
７
３
２

も
の
忘
れ
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

一
人
で
悩
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

行
政
無
料
相
談

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の

相
談
日

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族
を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
８
月
23
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

推
進
を
阻
害
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
苦
情
・
要
望
な
ど
。

と　
き　
８
月
17
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

予
約
方
法　
申
出
書
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
出
書
は
男
女
共
同

参
画
推
進
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
０
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イベント
Event Information

お元気サポーター養成講座

　介護予防事業への協力や地域での高齢者の集まりへの支
援を活動とするお元気サポーターの養成講座を開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　８月 30 日㈭　午後２時～午後４時
　　　　９月５日㈬～９月 26 日㈬（毎週水曜日）
　　　　　　　　　　　午後２時～午後４時
ところ　菊池市福祉会館　２階　大研修室
定　員　先着 20 人
申込期限　８月 16 日㈭
内　容　第１回　介護予防について
　　　　第２回　転倒予防について
　　　　第３回　認知症とその予防について
　　　　第４回　お口の健康について
　　　　第５回　高齢者の栄養について
※体操やレクリエーションなども実施します。
問い合わせ・申込先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　　　　☎ 0968（25）7216

さわやか知恵袋講座

　さわやか知恵袋講座に登録している高齢者が講師となり、
長年培ってきた伝承遊びなどで会得した技術を伝承します。
内容・ところ　熊本県総合福祉センター

講座名 月 曜日 日 時間 定員
折り紙、手芸

（第３会議室） ９ 火 ４・11・18・25 午前 10 時～正午 20 人

マジック
（第３会議室） ９ 水 ５・12・19・26 午前 10 時～正午 20 人

絵手紙
（第３会議室） ９ 水 ５・12・19・26 午後２時～午後４時 20 人

太極拳
（研修ホール） ９ 木 ６・13・20・27 午前 10 時～正午 20 人

参加費　500 円
申込方法　はがきまたは熊本さわやか長寿財団ホームペー
ジ（http://www.sawayaka.or.jp/）上の申込フォームに
て応募してください。
申込期限　８月９日㈭　※当日消印有効
※ 期限を過ぎても定員に満たない場合は、定員に達するま

で受け付けますのでお問い合わせください。
問い合わせ・申込先　㈶熊本さわやか長寿財団
　〒 860-0842 熊本市中央区南千反畑町３- ７　
　☎ 096（354）3083

菊池郡市童話発表大会

　子どもたちに童話に親しむ機会を増やすことにより、読
書意欲を向上させ心豊かな人間性を育成することを目的に
開催します。菊池郡市内の予選を経て代表となった 10 人
の小学生が語りを発表します。この大会の最優秀者 2 人は
10 月 20 日に行われる熊本県童話発表大会（熊本市富合町）
に出場します。多数のご来場をお待ちしています。
と　き　８月 17 日㈮　午前 9 時 30 分開会
ところ　菊池市文化会館大ホール
入場料　無料
※ 児童の発表に支障が出ないようにするため、発表中の席

の移動や入退場はできませんので、ご了承ください。
※ 審査の時間（午前 11 時 30 分～ 11 時 50 分）は「泗水

っ子童話会」による「おはなし」の披露があります。
問い合わせ先　生涯学習課　☎ 0968（25）7232

くまもと・みんなの川と海づくりデー

　ふるさとのきれいな川と海を守るため、河川海岸の一斉
清掃活動を実施します。多数の参加をお待ちしています。
と　き　８月 26 日㈰　受付　午前６時 40 分  ※小雨決行
ところ　泗水総合支所集合
清掃場所　泗水総合支所・泗水西小学校周辺合志川沿い
用意するもの　帽子、タオル、軍手
※ごみ袋は当日会場で配布します。
※ 環境保護のため、車はなるべく乗り合わせでお越しくだ

さい。
問い合わせ先　環境課環境政策係　☎ 0968（25）7217

ふれあい親子ＤＡＹ！～秋をまるごと楽しもう～

と　き　９月 15 日㈯・16 日㈰　１泊２日
ところ　熊本県立菊池少年自然の家とその周辺
対　象　親子　※原則全日程参加できる人
定　員　先着 10 家族
費　用　大人 2,500 円程度、子ども 2,300 円程度
内　容　ハイキング、ヤマメつかみ、川遊び、野外炊飯、
テント泊など
申込方法　電話で予約をした後、所定申込書により必要事
項を記入し、菊池少年自然の家に郵送・FAX または電子メ
ールでお申し込みください。
申込期間　８月 28 日㈫～９月４日㈫
※電話受付　午前９時～午後５時
問い合わせ・申込先　菊池少年自然の家
　☎ 0968（27）0066
　FAX0968（27）0880
　メール kikusyo@hitodukuri.com

改正 NPO 法説明会～法人運営への影響と留意点～

とき・ところ　
①８月 30 日㈭ 　阿蘇の司ビラパークホテル「明日香」
②９月７日㈮　　御船町カルチャーセンター視聴覚室
定　員　先着 40 人
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ・申込先　熊本県男女参画・協働推進課
　☎ 0968（27）0066

改正労働者派遣法説明会

とき・ところ・定員・時間　午後１時 30 分～午後３時 30 分
月日 会場 定員

８月 24 日㈮ 玉名市民会館　第１会議室 180 人
８月 29 日㈬ 八代ハーモニーホール　大会議室 A・B 180 人
９月５日㈬ グランメッセ熊本　コンベンションホール 250 人

９月 14 日㈮ くまもと県民交流館パレア　パレアホール 312 人
申込方法　熊本労働局ホームページ（http://kumamoto-
roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）より参加申込票をダウ
ンロードして FAX でお申し込みください。
※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ・申込先
　熊本労働局職業安定部需給調整事業室
　☎ 096（211）1731　FAX096（323）3663

福
ふくだ

田　愛
あいな

菜ちゃん
（１歳○菊　北原）
父：翔司さん　母：美幸さん

じ
い
じ
、ば
あ
ば

い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
ね
♡

H23年
８月１日
生まれ

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成25年３月までに誕生日を迎える
３歳までの子どもの写真を募集しています。

対 象 者 　平成 25 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子ども
申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広

報担当まで申し込んでください（写真は後日持参でも可）。

荒
あらき

木　美
み こ

紅ちゃん
（３歳○菊　北宮）
父：熊介さん　母：千夏さん

荒
木
タ
イ
ヤ

３
姉
妹
の

末
っ
子
で
す
！

H21年
８月11日
生まれ

上
うえはら

原　鈴
すずか

夏ちゃん
（１歳○菊　東原）
父：裕樹さん　母：優佳さん

み
ん
な
い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

H23年
８月15日
生まれ

相
あいざわ

澤　玲
れ な

奈ちゃん
（３歳○泗　三万田）
父：裕太さん　母：祥子さん

H21年
８月28日
生まれ

毎
日
、楽
し
く

保
育
園
に

行
っ
て
ま
す
。

山
やまもと

本　潤
じゅん

ちゃん
（１歳○菊　西迫間）
父：伸一さん　母：育美さん

吉
よしざと

里　めいちゃん
（３歳○七　間所）
父：英雄さん　母：文子さん

４
月
に
お
ね
え
ち
ゃ
ん
に

な
り
ま
し
た
。琥
珀
く
ん

一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
。

H21年
８月26日
生まれ

河
かわづ

津　遼
りょう

くん
（2歳○泗　富の原東）
父：結士さん　母：尋子さん

や
さ
し
い

ゆ
ら
お
ね
え
ち
ゃ
ん

だ
い
す
き
だ
よ
♡

H22年
８月３日
生まれ

H23年
８月11日
生まれ

幼
稚
園
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
ね
。

緒
おがた

方　華
はなび

弥ちゃん
（３歳○菊　辻）

希
咲
と
一
緒
に
保
育

園
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

マ
マ
が
一
番
好
き
♡

H21年
８月４日
生まれ

緒
おがた

方　希
きさき

咲ちゃん
（１歳○菊　辻）
父：元樹さん　母：佑梨子さん

み
ん
な
が
私
の
こ
と
じ
い

じ
に
そ
っ
く
り
っ
て
い
う

の
…
ハ
イ
ハ
イ
が
上
手
よ
♡

H23年
８月14日
生まれ

私たちは 姉 妹

上
うえむら

村　和
かずま

真くん
（２歳○菊　花房）
父：繁巳さん　母：由佳さん

な
な
せ
お
ね
え
ち
ゃ
ん

み
な
み
お
ね
え
ち
ゃ
ん

だ
い
す
き
だ
よ
♡

H22年
８月19日
生まれ

西
にし

　一
いってつ

徹くん
（３歳○泗　富納）

野
球

頑
張
る
よ
！

H21年
８月21日
生まれ

西
にし

　詩
しず く

月ちゃん
（１歳○泗　富納）
父：俊孝さん　母：由香理さん

お
兄
ち
ゃ
ん

ま
た
遊
ん
で
ね
！

H23年
８月23日
生まれ

僕たちは 兄 妹

８月５日
（日）

本多内科胃腸科医院（内・胃・消・呼・循） 菊陽町 096（232）2021
成松内科医院（内・呼・消・循）  合志市 096（345）5151
岸病院（外・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750
岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053
宮川歯科医院 合志市 096（248）5524
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

８月12日
（日）

なみかわ小児科（小）  大津町 096（293）1163
ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・神内・内） 合志市 096（348）6305
菊陽台病院（整・内・リハ・リウ）  菊陽町 096（232）1191
加藤歯科医院  菊池市 0968（24）5188
菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

８月19日
（日）

たぶち内科循環器科（循・内・小・神内・呼・心内） 菊陽町 096（233）3588
大森医院（内・麻）  合志市 096（248）0003
笹原整形外科医院（整・麻）  菊陽町 096（232）1165
田中医院（内・胃・外） 菊池市 0968（38）7070
竹田津歯科医院 大津町 096（294）0787
ノムラ薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

８月26日
（日）

さとう医院（内・消・小）  大津町 096（293）2550

合志第一病院（内）  合志市 096（242）2745

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230

緒方歯科医院 菊陽町 096（232）4315

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

９月２日
（日）

宮本内科医院（内・胃・循・ﾘﾊ・放） 大津町 096（293）1700

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

後藤整形外科医院（整）  菊池市 0968（25）2906

つつみ歯科医院  菊池市 0968（41）3434

いのうえ眼科（眼）  合志市 096（344）1311

９月９日
（日）

竹田津医院（内・小）  大津町 096（293）2521

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

岩根胃腸科外科医院（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

片山歯科医院 大津町 096（293）0864

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ

ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。
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